


近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

-
信
州
高
島
領
乙
事
村
の
事
例
か
ら
-

冨

善

一

敏

は
じ
め
に

本
稿
で
は
'
近
世
中
後
期
の
村
落
に
お
け
る
自
治
､
お
よ
び
そ
の
自
律
性
の
内
容
に
つ
い
て
､
村
定

(村
法
)
を
素
材
に
検
討
す
る
｡

村
定

(村
法
)
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
､
そ
れ
が
領
主
-
村
-
百
姓
の
三
者
の
関
係
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
､
位
置
付
け
ら

れ
る
か
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
点
に
注
目
し
て
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
'
大
別
し
て
二
つ
の
相
異
な
る
見
解
が
存
在
す
る
｡

一
つ
は
'
戦
後
の
村
定

(村
法
)
研
究
の
出
発
点
た
る
前
田
正
治

｢日
本
近
世
相
法
の
研
究
｣
､
大
出
由
紀
子

｢近
世
村
法
と
領
主
権
｣

(-
)

に
代
表
さ
れ
る
法
制
史
側
の
見
解
で
あ
る
｡
前
者
は
村
法
の
年
次
的
変
化
及
び
そ
の
内
容
の
詳
細
な
検
討
を
行
い
､
村
制
裁
に
現
れ
る
村

法
の
自
主
性
を
高
く
評
価
し
､
村
法
を
村
の
自
治
的
規
約
と
し
て
領
主
法
と
対
置
す
る
｡
ま
た
後
者
は
領
主
法
と
相
法
と
の
関
係
を
､
村

法
の
成
立
過
程
に
お
け
る
自
主
性
の
限
界
､
効
力
貫
徹
過
程
に
お
け
る
領
主
の
村
制
裁
黙
認
と
村
に
よ
る
領
主
刑
罰
権
の
利
用
及
び
村
制

裁
の
自
己
制
限
か
ら
論
じ
､
村
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
村
法
と
領
主
法
が
接
近
し
同

一
体
系
を
な
す
と
す
る
｡
こ
う
し
た
見
解
は
､
村

-
百
姓
間
で
行
わ
れ
る
村
制
裁
を
重
視
し
､
領
主
と
の
関
係
に
お
い
て
村
走

(村
法
)
の
自
主
性
の
表
象
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
､
柑

-
百
姓
間
の
関
係
を
事
実
上
捨
象
し
､
領
主
法
と
相
法
の
対
抗
関
係
を

一
元
的
に
論
じ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
.

(

2
)

も
う

一
つ
は
'
児
玉
幸
多
の
前
田
批
判
'
上
杉
允
彦

｢近
世
相
法
の
性
格
に
つ
い
て
｣
に
端
的
に
示
さ
れ
る
近
世
史
側
の
見
解
で
あ
る
｡

近
世
中
後
期
の
村
落
と
杵
定

(冨
啓
)

五

1
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前
者
は
村
法
を
百
姓
自
ら
定
め
た
も
の
で
は
な
く
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
'
領
主
支
配
権
の
伸
長
と
評
価
す
る
｡
ま
た
後
者
は
'
五
人

組
帳
前
書
と
の
比
較
に
お
い
て
'
村
法
の
内
容

･
形
式

･
運
用
実
態
を
検
討
し
､
村
法
は
領
主
法
の
補
足

･▲実
施
細
則
で
あ
り
､
領
主
の

村
落
支
配
の
方
策
と
位
置
付
け
る
一
方
'
そ
れ
に
対
抗
し
個
々
の
条
項
の
改
正
を
行
わ
せ
､
村
政
改
革
に
よ

り
新
し
い
村
法
を
制
定
す
る

小
前
百
姓
の
動
向
を
重
視
す
る
｡
こ
れ
ら
の
見
解
は
､
村
定

(村
法
)
が
個
々
の
百
姓
に
と
っ
て
持
つ
意
味
を
重
視
し
､
そ
れ
を
領
主
法

の
補
完
と
し
て
評
価
す
る
た
め
'
領
主
-
相
聞
の
関
係
を
捨
象
し
た
'
領
主
法

･
村
法
と
百
姓
と
の
対
抗
図
式
に
な
っ
て
い
る
の
が
問
題

で
あ
る
｡

こ
う
し
た
村
定

(村
法
)
に
つ
い
て
の
二
つ
の
見
解
の
対
立
は
､
領
主
-
村
-
百
姓
の
三
者
の
関
係
の
う
ち
'
村
が
領
主

･
百
姓
の
い

ず
れ
か
に
片
寄
り
正
し
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
点
に
留
意
L
t
村
定

(村
法
)
の
性
格
を
再
検

(3
)

討
し
た
研
究
の
先
駆
と
し
て
'
山
中
永
之
佑
は
､
r日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
村
規
約
J
に
お
い
て
､
村
定
に
は
領
主

･
村
役
人
の
百
姓

に
対
す
る
支
配

･
収
奪
手
段
と
し
て
の

｢領
主
法
化
さ
れ
た
村
規
約
｣
と
､
村
役
人

･
百
姓
が
領
主
の
権
力
支
配
か
ら
の
自
由

･
解
放
を

志
向
す
る

｢自
治
的
な
村
規
約
｣
と
の
両
者
が
存
在
し
'
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
体
系
を
な
す
こ
と
を
論
じ
た
が
'
村
及
び
村
役
人
の
独
自
性

が
捨
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
､
ま
た
二
つ
の
柑
規
約
は
別
個
の
体
系
で
は
な
く
'
村
定
の
両
側
面
と
把
握
す
べ
き
点
が
問
題
で
あ
る
｡

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
至
り
'
近
世
史
の
側
か
ら
水
本
邦
彦

｢公
儀
の
裁
判
と
集
団
の
綻
｣
'
横
田
冬
彦

｢近
世
村
落
に
お
け
る
法
と

(4
)

捉
｣
の
注
目
す
べ
き
二
つ
の
論
文
が
出
さ
れ
た
｡
水
本
論
文
は
村
に
お
け
る
盗
み
を
素
材
と
し
て
'
公
儀
-
村
-
百
姓
三
者
の
関
係
を

｢建
前
｣
と

｢内
証
｣
に
区
別
し
'
前
者
で
は
村
は
国
家
の
代
執
行
機
関

(ラ
イ
ト
ウ
ル
ギ
ー
的
義
務
団
体
)
と
位
置
付
け
ら
れ
､
そ
の

私
的
制
裁
を
否
定
さ
れ
る
が
､
後
者
で
は
村
は
独
自
の
投
を
制
定
し
'
村
内
裁
判
を
実
施
す
る
こ
と
で
領
主
と
対
立
す
る
こ
と
'
ま
た
公

儀
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
'
村
に
よ
る
公
儀
の
法

･
刑
罰
の
主
体
的

･
部
分
的

｢活
用
｣
を
'
公
儀
が
内
々
に
容
認
す
る
こ
と
で
､
両

者
は
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
と
論
じ
る
が
'
柑
-
百
姓
間
の
関
係
が
'
村
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
の
が
問
題
で



あ
る
｡

ま
た
横
田
論
文
は
､
近
江
中
野
相
の
近
世
前
期
の
相
投
の
検
討
か
ら
､
寛
文
年
間
に
地
域
社
会
全
体
の
正
式
と
安
全
を
保
障
す
る

｢公

儀
法
度
｣
が
成
立
す
る
中
で
､
そ
の
下
で
の
庄
屋
宛
の
相
投
を
公
儀
法
体
系
の
分
有
と
位
置
付
け
､
領
主
の
支
配
と
中
世
末
以
来
の
惣
中

の
自
治
の
両
者
が
､
公
儀
の
下
で
庄
屋
に
よ
る

｢公
的
な
行
政
｣
と
し
て
統
合
さ
れ
た
と
評
価
す
る
が
､
近
世
中
後
期
と
の
関
連
性
が
不

明
確
で
あ
る
.
ま
た
近
年
神
崎
直
美
は
'
村
制
裁
の
串
例
を
全
国
的
に
収
鵜
L
t
そ
の
多
様
性
を
強
調
す
る
と
共
に
､
領
主
の
村
法
認

(5
)

識

･
領
主
法
と
村
法
の
関
係
及
び
､
関
東
の
各
国
単
位
で
の
村
法
の
地
域
性
を
論
じ
て
い
る
が

'

手
法
及
び
結
論
的
に
は
前
田
を
は
じ
め

と
す
る
法
制
史
家
の
見
解
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
｡

本
稿
で
は
右
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
'
初
期
と
比
較
し
て
そ
の
自
主
性
が
去
勢
さ
れ
'
領
主
法
化
し
た
と
し
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
近
世

中
後
期
の
村
定

(村
法
)
を
､
単

一
村
落
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
'
領
主
-
柿
-
百
姓
の
三
者
の
関
係
に
お
け
る
近
世
村
落
の

自
律
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
そ
の
際
'

(6
)

①
中
後
期
の
村
定
の
大
部
分
を
占
め
る
倹
約
村
定
'
長
文
か
つ
多
岐
に
わ
た
る

｢村
方
取
締
議
定
書
｣
の
再
評
価

②
当
該
期
に
顕
在
化
す
る
各
種
の
村
内
外
の
央
団
と
､
村
政
運
営
に
当
た
る
村
役
人
と
の
関
係
に
お
い
て
村
定
が
果
た
し
た
役
割

の
二
点
を
課
題
と
し
た
い
｡
ま
た
右
の
考
察
を
通
し
て
､
中
後
期
の
村
定
の
構
造
に
つ
い
て
の
仮
説
を
提
示
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
｡

(7
)

次
に
対
象
と
す
る
乙
事
村

(硯
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
乙
事
区
)
に
つ
い
て
､
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
-

(図
1
･
2
参
照
)
｡
当

村
は
八
ヶ
岳
南
濃
の
標
高
九
八
〇
-
1
〇
五
〇
m
の
高
冷
地
に
位
置
す
る
中
世
末
以
来
の
古
村
で
あ
り
'
近
世
糊
に
は

一
茶
し
て
､
諏
訪

郡
三
万
石
を
領
し
た
譜
代
大
名
高
島
氏
の
支
配
を
受
け
た
｡
そ
の
地
方
制
度
は
､
東

･
西

･
下
111筋
の
各
代
官
が
式
租
を
､
郡
方
役
所
が

民
政
を
直
接
支
配
し
'
大
庄
屋
等
の
中
間
支
配
機
構
が
存
在
し
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
｡
相
応
は
慶
安
元
年

二

六
四
八
)
の
最
初
の
本

検
地
時
に
は
二
九
八
石
'
廷
享
四
年

(
一
七
四
七
)
に
は
四
三
七
石
と
増
加
し
て
い
る
が
'
い
ま
だ
畑
地
が
中
心
で
あ
っ
た

(衣
-
参
照
)
0

近
世
中
経
期
の
村
落
と
村
定

(冨
沓
)

五
≡



図1 乙事村地図 く現在)



図2 乙事村略図 (享保18年)

近
世
中
後
期
の
村
落
と
柑
定

(冨
沓
)

諏
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表
1
乙
事
村
土
地
構
成
の
変
遷

哨
1く

年
代

検
地
の
内
容

田
方
反
別

田
高

畑
方
反
別

畑
高

田
畑
高
合
計

慶
安
元
本
検

3
町
7
反
岳
畝
12
歩
4
6,63
2
7石
3
9
町
5
反
7
畝
歩
2
5
2.2
9
82

石
2
98.7309
石

寛
文
13
百
姓
改
し

4
6
16

5
.1
18
7
10
4
4

13
6
2
.7
63

67.8
8
17

享
保
8
同

2
8
2
3.08
73

1
3
19

0
.8
18

3.905
3

同
2
0
林
尻
新
切

4

3
8
5
,6
2
4
7

5
7
11

6
.3
103

ll.93
5

延
事
4
本
検

8
9
3
.
17
104
.7
50
6
5
0
3
7
12

14
5

19
1
1
6
33
4
.9
78
6

84
.6
9
53
0.672

437.7
292

宝
暦
1
1
畑
直
新
切
切
次
百
姓
改

l
l
p5
■
1
1.13
0
2
.

ll.1302
安
永
6
新
切
切
次
畑
直

9
6
､
9
23
106
.9
08
1

19
1.6034

天
明
6
畑
直

3
2
7
0
.4
29

0.429
寛
政
3
同

2
8
2
1
3
.15
7

3
,157

同
8

同
9

同
1
1
新
開
畑
直

切
次
畑
直

7
8
8
2
1

1
9
9
2
7
88
.10
1

2

1.9
8
9

88.10
1
0.672
2
1.9
89

文
化
13
畑
直
新
開
永
引
起
返
百
姓
改

1
10

1.13
85

1.1385
文
政
2
高
改

記
載
な
し

4



表2 乙手相戸数 ･人口変遷表

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
沓
)

年 ■代 延事4明和5寛政8事和3文化9文政6天保4天保10天保14
嘉永2文久4(西暦)(1747)(1768)(1796)(1803)(1812)(1823)(1833)(1839)

(1843)(1849)(1864)五人軒 数 70 70 70 7

0 70 75 213 215 215 220 234実軒数 104 128 (

163)162以上 224 226 224 223 228 231 皇30人 口 780 909 931 943 1002 982 1022 984 983

1038 1030内 93 433 483 487 490 525 515

528 511 517 548 552内 女 347 426 444 453 477

467 494 473 466 490 478各年の宗門人別改帳より作成､な

お五人組は文政8年に従来の14組が42組に変更された表3 乙事村の階層構成年代 慶安 1 元禄10享保20宝暦4 安永4 寛政2

文化8天保14安政3 明治9石高(1648)(1697)(1735)(1754)(1775)(1790)(1811)(1843)(1856)(
1876)30石以上 9000 1 1 000020石以上 0 1 1 1 2 0 00

10石以上 3 2 4 5 4
4 3 19--10 4 0 00

1 0 1 1 008-9 4 5 0
8 00 1 0 2 07.-.8 2 2 0 3 4 2 00 1 16一一7 6 4

1 00 2 1 6 2 45-6 6
ll 5 5 4 3 4 7 9 54-5 2 14 5

6 6 7 7 18 13 153一一4 1 16 17 ll 7 18 31 38 41 482-3 1 29 39 28 2
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八

以
後
安
永
～
寛
政
年
間
の
水
利
体
系
整
備
に
伴
い
'
｢畑
直
し
｣
(畑
か
ら
田
へ
の
地
種
転
換
)
'
新
田
開
発

(｢新
切
｣
｢切
次
｣)
が
典
中

的
に
行
わ
れ
た
結
果
'
文
政
二
年

(
一
八

一
九
)
に
は
村
高
六
五
〇
石
､
う
ち
田
高
四
三
二
石
と
'
水
田
中
心
に
転
換
し
て
い
る
｡
人

口
･
軒
数
は

一
九
世
紀
に
は

一
〇
〇
〇
人

二

二
一〇
軒
前
後
で
あ
り

(表
2
参
照
)
､
近
隣
の
村
々
の
中
で
は
最
大
規
模
で
あ
っ
た
｡
ま

た
当
村
の
階
層
構
成
を
表
3
に
示
し
た
が
'
こ
の
表
か
ら
中
後
期
の
変
化
に
関
し
て
､

①
享
保
～
安
永
年
間
の
村
高
の
停
滞
'
名
請
人
の
激
増
に
よ
る
階
層
分
化
の
進
行

②
天
明
～
天
保
年
間
の
村
高
増
加
､
名
請
人
の
停
滞
に
よ
る
ニ
ー
五
石
の
中
農
層
の
増
大

(
=
経
営
安
定
化
)
の
一
方
で
の
､

10
石
以

上
の
最
上
層
の
持
高
減
少
に
よ
る
村
内
の
経
済
的
格
差
の
縮
小

③
弘
化
年
間
以
降
の
全
体
的
な
零
細
化

の
三
点
が
指
摘
で
き
る
｡
全
体
的
に
安
永
年
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る

一
定
の
階
層
分
化
は
み
ら
れ
る
が
､
極
端
な
対
立
に
は
至
っ
て
は
い
な

い
｡
農
閑
余
業
に
つ
い
て
は
'
水
草

･
紺
屋

･
揚
酒
屋

･
棒
手
振
商
人

･
出
稼

(江
戸
半
季

･
甲
州
五
年
季
)

･
馬
喰

･
中
馬
が
存
在
し

(8
)

た
が
､
紺
屋

･
酒
屋

･
馬
喰
以
外
は
生
計
補
助
の
側
面
が
強
い
｡

当
村
に
は
上
社

･
下
社
と
い
う
別
々
の
氏
神
を
中
心
と
し
'
村
内
を
二
分
す
る
上
村

･
下
村
と
い
う
二
つ
の
ま
と
ま
-
が
存
在
し
た
｡

(9
)

年
貢

･
村
入
用
は
両
者
別
々
に
徴
収
さ
れ
､
高
低
差
に
よ
る
生
産
条
件
の
違
い
か
ら
､
不
作
時
の
年
貢
の
減
免
率
も
異
な
っ
て
い
た
｡

両

者
の
間
に
は
祭
紀
を
め
ぐ
り
常
に
対
抗
意
識
が
存
在
し
た
｡
延
享
二
年

(
1
七
四
五
)
に
は
上

･
下
両
社
普
請
を
め
ぐ
り
争
論
が
起
き
て

(10
)

い
る
｡
ま
た
文
政
元
年

(
一
八

一
八
)
に
は
寅

･
申
両
年
の
御
柱
祭
を
両
者
合
同
で
行
い
､
御
柱
を
建
て
る
順
番
を
上
社

･
下
社
交
互
に

(〓
)

先
に
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た

｡

別
々
の
集
団
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
､
両
者
の
対
等
性
を
尊
重
し
っ
つ
､
村
レ
ベ
ル
で
の

1
体
性
が
保
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
五
人
組
は
'
上
村
八

･
下
村
六
の
一
四
組
が
存
在
し
た
｡
各
組
内
の
軒
数
は
六
～
三
〇
軒
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
､
享
和
三
年

(
一



図3 乙事村字図 (現在)

下
村

八
〇
三
)
の
家
軒
図
と
対
照
す
る
と
､
上
村

･
下
村

は
明

確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
､
組
単
位
で
の
ま
と
ま
り
は
み

ら
れ
ず
各
方
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
行
政
単
位
と

(12
)

し
て
の
性
格
が
強
い
と
思
わ
れ
る
｡
各
組
の
組
頭
は
村
役

人
寄
合
に
参
加
し
､
年
貢

･
村
入
用
の
監
査
を
行
っ
て
お

り
､
小
前
百
姓
の
代
表
と
し
て
村
政
に
関
与
し
た
｡
任
期

は
三
年
で
あ
り
'
相
投
義
の
う
ち
郷
蔵
番

･
火
之
番

･
飛

脚

･
汐
普
請

･
立
場
汐
水
番
を
免
除
さ
れ
て
い
た
｡
こ
れ

に
対
し
'
地
縁
集
団
と
し
て
道
祖
神
組
が
存
在
し
た
｡
組
毎
の
道
祖
神
を
中
心
と
し
た
上

･
中

･
南

･
沢
村

･
中
村

･
中
下

･
大
下
の
七

組
が
確
認
で
き

(図
3
参
照
).､
近
代
以
降
も
存
続
し
て
い
る
｡

(_3
)

第
三
に
､
本
稿
で
の
考
察
と
密
接
に
関
連
す
る
村
役
人
制
の
変
化
に
つ
い
て
要
約
的
に
述
べ
た
い
｡
当
村
の
村
役
人
制
は
近
世
中
期
以

降
名
主
二
名

･
年
寄
四
名
が
相
互
に
交
代
す
る
年
番
名
主
制
で
あ
り
'
文
政

一
三
年
の
領
主
の
介
入
に
よ
る
名
主

･
年
寄
両
筋
分
離
以
後

も
､
そ
の
実
質
は
変
ら
な
か
っ
た
｡
村
役
人
就
任
者
に
つ
い
て
は
､
延
享
年
閉
ま
で
は
旧
来
か
ら
の
役
家
筋
が
中
心
で
あ
っ
た
が
､

安
永

年
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る
村
内
の
階
層
分
化
の
進
行
に
よ
る
経
済
的
優
位
性
を
背
景
と
し
て
'
そ
の
分
家
が
新
た
に
村
役
人
に
就
任
し
'
寛

政
末
年
に
至
り
二
〇
～
三
〇
名
の
村
役
人
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
｡
彼
ら
は
現
在
の
村
役
人
た
る
当
役
と
､
役
人
経
験
者
で
あ
り

当
役

の
職
務
を
補
完
す
る
古
役
と
い
う
集
団
運
営
体
制
を
取
り
､
村
政
運
営
を
行
っ
た
｡
小
前
百
姓
も
村
役
人
に

｢御
用
｣
｢村
用
｣
と
い
う

村
落
の
公
共
事
務
を
委
託
し
'
自
ら
の
私
的
経
営
に
専
念
す
る
た
め
に
､
多
忙
な
村
役
人
の
職
務
に
比
し
て
領
主
か
ら
の
給
分
が
貧
弱
な

こ
と
に
よ
り
'
柑
役
人
の
交
代
が
相
次
ぐ
状
況
の
中
'
柑
役
人
任
期
の
安
定
化
の
基
盤
と
な
る
そ
の
生
計
保
障
を
希
望
し
､
相
方
独

自
の

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
沓
)

五
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〇

増
給
に
同
意
し
た
｡
｡し
か
し
な
が
ら
天
保
年
間
以
降
の
経
済
的
格
差
の
縮
小
を
背
景
に
'
村
役
人
入
札
の
有
権
者
が
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と

そ
れ
に
次
ぐ
中
層
農
民

(
=
組
頭
層
)
に
よ
る
独
占
か
ら
'
村
内
の
全
て
の
百
姓
へ
と
拡
大
し
た
こ
と
'
ま
た
村
役
人
給
分
の
増
加
に
よ

り
経
済
力
の
優
劣
に
関
係
な
く
村
役
人
へ
の
就
任
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
'
弘
化
年
間
以
降
こ
れ
ま
で
村
役
人
を
勤
め
な
い
家
筋
の

者
が
村
役
人
に
就
任
す
る
よ
う
に
な
る
｡
こ
う
し
た
村
役
人
就
任
者
の
質
的
変
化
'
ま
た
村
政
運
営
に
関
す
る
村
役
人
グ
ル
ー
プ
内
の
当

役

･
古
役
の
内
部
矛
盾
の
顕
在
化
に
伴
い
'
柑
役
人
グ
ル
ー
プ
は
小
前
百
姓
を
統
制
し
き
れ
な
-
な
る
｡
小
前
百
姓
は
独
自
の
利
害
を
持

つ
自
律
的
な
集
団
と
し
て
結
集
し
､
村
役
人
交
代
の
決
定
に
組
頭
を
通
し
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
な
ど
､
よ
り
探
-
村
政
運
営
に
関
与
し
'

そ
の
規
定
性
を
強
め
て
い
-
の
で
あ
る
｡

最
後
に
以
下
の
行
論
の
前
提
と
し
て
､
当
村
の
相
克
の
年
次
的
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
｡
当
村
で
独
立
の
文
書
と
し
て
作
成

さ
れ
た
村
定
四
九
点
の
年
代

･
表
題
及
び
内
容

･
差
出

･
宛
所

･
決
定
レ
ベ
ル
を
表
4
に
ま
と
め
た
｡
こ
の
表
か
ら
分
る
の
は
次
の
六
点

で
あ
る
｡

①
年
代
的
に
は
享
保

～
文
化
年
間
の
も
の
が
全
体
の
七
五
%
を
占
め
､
化
政
期
以
降
に
大
量
の
村
走
が
作
成
さ
れ
る
と
い
う
全
国
的
傾
向

と
は
異
な
る
｡

②
決
定
レ
ベ
ル

(
=
制
定
主
体
)
は
寛
政
年
間
を
画
期
と
し
て
､
｢村
中
相
談
｣
か
ら

｢当
役

･
古
役

･
組
頭
相
談
｣
に
変
わ
る
が
'
こ

れ
は
当
役

･
古
役
に
よ
る
村
政
の
共
同
運
営
体
制
の
成
立
を
示
す
も
の
で
あ
る
0

③
差
出

･
宛
所
は
'
村
中
百
姓
ま
た
は
組
頭
1
村
役
人
の
パ
タ
ー
ン
が
'
寛
政
年
間
以
降
当
役

･
古
役

･
組
頭
差
出

(
=
作
成
)
と
な
-
､

宛
所
の
記
載
が
消
滅
す
る
｡

④
村
方
仕
来
書
上

･
倹
約
村
定
書
上
と
い
っ
た
'
領
主
へ
の
村
定
書
上
が
寛
政
年
間
以
降
出
現
す
る
｡

⑤
水
利

･
入
会

･
林
な
ど
の
農
業
生
産
に
か
か
わ
る
村
定
が
寛
政
年
間
以
降
激
減
し
'
そ
れ
に
代
り
村
政
運
営
上
の
細
則
的
な
村
定

(zd



表4 乙事村の村定一覧

近
世
中
後
期
の
村
落
と
柑
定

(冨
沓
)

No. 年 月 ｢表題｣/内容 差出人 宛 所 決

定レベル1 宝永1.12｢木之落柴刈敷井下卑定之事｣ 十右衛門他1名 .

文左衛門他 -2 宝永4.ll私有林と相中入会地の鳩を確定 内林持名代1名 7名.惣相中 村中相談｢林改吟味加判｣./林故は村役人にて 惣村中 .奥書99名 村役人

行うo誹誘する者は村八分の制裁 連印3 正 徳2.2｢屋作ニ付惣村中連判帳｣/家作に付 十右街門地110名 村役人 相中相談

村役人 .村中吟味の上代官へ出願すoJ′t 連印4 享保17.12不許可の際柑

伐人を恨まず｢今度御かんりやくニ付村中定番之党帳｣ - -5 享保20.(杏 諸事簡略仰せ出さるに付定4箇条｢上馬木SHEIl地ニ付印形帳｣/上方 梅右術門他4

1名通 村役人木より買置いた田畑の代金を拾返した 印徳左街門他61名迎

6 元 文2.2いと願った串は無い｢下分平百姓判舷帳｣/下村平百姓が 村役人.孤78 - 柑役人.組頭.村中相談を被るに付詫び｢隣村出作

ニ付速印帳井村名主給連印｣隣村米大豆物成l升に付紙1文を出し 印次右街門他81名連 疏相役

人7t:文2.⑪元文2.⑪元文1.10外相分の年n-諸色の世話を委任 印 柑役人 村中相談名主役米を大豆6斗

増.合わせて4位 徳左街門地61名 .元 文5.9に
する○領主へは増給頃は山きず 組頭14名速

印 柑役人 相中相談｢柑相談ニ付家作迎判帳｣/家作諸事 又兵術他123名迎手弁当にて朗五ツ時

より日暮れまで働 印9 元 文5.9

くことo違反者は村八分｢御年貢引ニ付村中判形帳｣/年Lff減 伝兵衛他121名述 - 相中相談免分を上村六分 .下村四分に割 り当 印

10 兜 保2.8て｡同調しない者は村八分｢指出シ申一札之三好｣/諮からの柑役人給は歩米へ入れ､村役人給は全て村 組頭14名述印 村役人 相中

相談ll兜保2.10か
ら出す｢御役依ニ付近印帳｣/新Tu7抜祐3石 柑役人6名 .組L71i -の内

半分は抜拓､半分は御役場布とす 14名 .新筒8名迎12廷 李1.7る

印 柑役人｢草間連判帳｣/入会柑々相談に村役人.組頭が赴く上は勝手な行助はしな 組頭1.4名迎印13近事4.3い｢

荒問かやの荒問林ニ付印形帳｣ 又兵衛他79名速印 柑役人14近事4.10
荒問 .萱野 .荒間林検地を拒否｢相中管略ニ付定む之党｣検

地が有るので万叫ra'略 7倍粂 組朗14名迎印 柑役人 相中相談15近事4.12｢一札｣/検地に付御竿始祝依分三郎 名主2名
.年寄4 - 相中相談兵術持田3畝歩の
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No. 年 月 ｢表題｣/内容 差出人 宛 所 決

定レベル1718宝 暦 3宝 暦4.1｢上馬木棺占御伝馬銭懸ケられ申侯ニ 長左衛門他57名連 村役人 村中相談付印形帳｣上方木との争論で江戸出訴となつても 印焚用は負担｢村中相談田水連

判帳｣ 又兵衛他157名連192021宝 暦4.3宝 暦5.3宝 暦5.3当年の田用水の遣い

方を規定 印 村中相談村中相談

｢村談議定之事｣ 村役人6名 .組頭 村役人

田水余り水 .新切畑直し分に付3箇条 14名連印｢従御上様披仰付侯付不忠不孝村中水 武右街門他174名

夫相談判形帳｣不忠不孝の者藩へ注進o畑直し.水夫

連印(使)に付3箇条｢村中願之事｣ 組頭14名連印22宝暦10.6村役人の水役 .御借用を村中で上納｢新切切次畑直シ御改ニ付村中連判 又兵衛他1

76名連 村役人 村中相談帳｣/田方 .畑方共書上の他に新切 .印23宝暦14.3切次 .畑直し一切なし｢寺江田地金相渡シ申筈連判帳｣/金 名主2名 .年寄4
当役 .古13両余 .践372文 .田3筆寺へ渡す 令 .古役1

0名 .組 役 .組頭24明和6.3｢相談議定之事｣ 頭12名連

印材役人6名 .組頭 -25明和7.10乙事沢尻田水を西
林へ引入れる件 14名連印 - 村中相談｢涜証文之事｣寺田には乙事沢尻田水干水の節は

通水 当役人6名連印26安 永6.9せず｢八ケ放山出入ニ付村中連判帳｣壬′ゝ.● 助六他197名連印 村

役人 -27安永6.ll小淵沢村と山細に付費
用指図次第出金｢一札｣/所切畑直し検地に付御竿始 名主2名 .年寄4 - 村中相談祝儀分長

兵衛持分下々田4畝歩の物成 名 .地引2名 .組2829天 明7.8寛 政4.3を氏神科として名主へ出す 頭14名連印 村役人郡奉行所

村役人 .｢村定連判帳｣ 助六他20

5名連印名主2名 .年寄4倹約の仰せ付けを守る06箇条 組頭｢御倹約香上帳｣/倹約に付藩

から仰 -せ付られた箇条と村で定めた規制○遠 名連印30寛政8.ll反者は過料017箇条｢柑定之事｣/名主半年交替｡名主 .

名主2名 .年寄4 - 当役 .古31寛政11.2

年寄給分及び割合方法○8箇条 名 .組

頭14名連印 郡奉行所 役 .組頭｢村中申合儀定吉上帳｣/古来相方定

名主2名 .年寄4香春上27箇条と今度申付けの倹約12 名 .古役21名 .



近
世
中
後
期
の
村
拓
と
相
克

(富
者
)

No. 年 月 ｢表題｣/内容 一差出人 宛 所 決

定レベル34文 化3.7｢御上様御出之節御仕法ニ付定書帳｣/藩主御出､家老､家中

鷹狩等の35文 化 6節費用 .人足負担の取り決め｢古来8村方仕来之箇

条｣村方仕来書上 38位粂3637383940文 化7.3文 化9.4文化9.10文化11.ll文 政 初 ○｢役人世話役増給談菰定番｣/名主給分増給を洋へ願い出○不首尾の場

合村 組頭14名連印 当役 .古内限りで増

給 名主2名 .年寄4名 . 役 .世話｢村中議定印形帳｣/関屋尾根郷林伐 組頭16

名速印名主2名 .年寄4 役 .組頭当役 .古

治し.村役人批判等に付相中を糾し古

古役㍊名 .来よりの仕来確認 詫人

2名 .｢里方拾弐ケ柑無尽ニ付連判帳｣ 世話役3名無尽掛金10両の出金配分 名 .世

話役3名 .古役25名 .組B7i 役 .世話役 .組頭当役 .古｢当役人古役人組頭達郎帳｣ 14名連印名主2名 .年寄4

立場川下汐水論に付他百せず ち .古役惣代10

名 .古役14名 .組r毎年宗門内改之節申渡相談之党｣ 97i14名連

印41文 政 1.7諸事取締条項｡42箇条 名主2名 .年寄4 - 役.世話役｢熊

柳柳原弐ヶ所郷田開先定番之串｣ 当役 .古郷田収益の使途 名 .古役惣代 6 役漁代 .42文政2.12｢取替証文之串｣/五味林 .阿
弥陀尾 名 .組成14名述印両字土地持惣代各 組頭 組9-A板無年貢地に付村中入会､

冬中のみ落 2名43天 保2.1薬抜き取ること｢従古来村方仕来古上帳｣/文化6年 名主2名 .年寄4 改方役所

44天 保2.1｢古来8村方仕釆之岱粂｣に加筆帽正 名 改方役所 -｢相談倹約番上帳｣/天保 1年2月～ 名主2名 .年

寄4同2年1月の倹約柑定の災成 名通印45天 保 2｢村定倹約杏留帳｣/文

政8年8月の倹約定26箇条及び天保1年2月の倹約 組頭46弘化3.10定17倍粂｢氏子中定番党帳｣御泊立刑期来遊

人.々 下相中氏子世話人47姦 永4.2代鈍等r柑定検的之ヶ条｣/然日は男女とも

- - 当役 .古48 明 治6.3に毘某留､郷m外9倍条 - 役 .組頭

｢村税別記｣/柑Ldi三役魔止に付日待組11組より役場

助役として伍長11名 村中相談49丑 年 10選出､他6位粂｢相中判形帆｣/隣村当村共林下草刈
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38
な
ど
)
が
出
現
す
る
｡

⑥
制
裁
は
村
八
分
か
ら
'
宝
暦
年
間
以
降

｢過
怠
｣
に
変
わ
る
｡

全
体
的
に
寛
政
年
間
を
画
期
と
す
る
村
定
の
変
化
が
み
ら
れ
る
が
､
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
二
で
検
討
す
る
こ
と
と
L
t
以
下
本
論
に

入
る
｡
な
お
本
稿
で
使
用
す
る
文
書
は
'
特
に
注
記
し
な
い
限
り
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
乙
事
区
有
文
書
で
あ
る
｡

一

倹
約
村
定
と
領
主

･
村

こ
こ
で
は
領
主
-
相
聞
の
関
係
に
つ
い
て
､
領
主
の
倹
約
蝕
と
倹
約
村
定
を
比
較
し
検
討
す
る
｡

(
一
)
倹
約
村
定
の
概
観

表
5
は
'
表
4
の
う
ち
倹
約
村
定
の
み
を
抜
粋
し
て
'
そ
の
制
定
理
由

･
制
裁

･
特
徴
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
表
か
ら
'
次

の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

①
制
定
の
契
機
は
大
部
分
が
領
主
の
倹
約
蝕
で
あ
-
､
領
主
へ
の
倹
約
村
定
書
上
も
み
ら
れ
る
が

(D
･
E
･
Ⅰ
)､
村
方
独
自
の
課
題

に
基
き
定
め
ら
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
こ
と

(B
･
H
･
1
)

②
制
裁
は
お
お
む
ね
過
怠
又
は
過
料
銭
で
あ
り
'
犯
人
摘
発
の
た
め
の
入
札
も
行
わ
れ
る
こ
と

(B
･
C
)

ま
た
こ
の
表
に
掲
げ
た
倹
約
村
定
の
典
型
と
し
て
､
文
化
三
年

(
1
八
〇
六
)
正
月

一
八
日
付
の

｢村
中
申
合
俵
定
書
留
帳
｣
(G
)

の
全
文
を
'
左
に
掲
げ
て
お
く
｡

【史
料
-
】
(傍
線
は
引
用
者
が
付
し
た
)

村
中
儀
定
書



表
5
乙
事
村
の
倹
約
村
定

記号
管N
q
年
代

表
題

制
定
理
由

別
汲

備
考

粂
致

A
4
享
保
17.12

今
度
榊
か
ん
り
ヤ
く
ニ
付
相

中
定
番
之
党
帳

領
主
の
倹
約
触

(記
戒
な
し
)

祝
伏
.
振

舞
の
税
別
.
家
作
条
項
あ
り
5

B
14
延
享
4.10.1年

村
中
智
略
ニ
付
走
汚
之
党
.
本
検
地
を
粒
に
相
中
相
談
.
入
札

十
過
怠
(
7
粂
違
反
の
み
)
別
放
条
項
初
山

7
C
28
天
明
7.8
.
柑
定
連
判
帳

領
主
の
倹
約
触
.
倹
約
柑
定
制
定
倹
約
触
違

反
の
際
は
御
定
め
の
.
犯
人
捜
索
の
た
め
入
札
を
行
う
.
山
盗
.
6

命
令

こ
の
相
克
追
反
に
は
3
(氾
文
の
､

秋
作
荒
し
の
際
は
5
(氾
文
の
過
料

級
畑
盗
条
項
が
中
心
､
若
者
規
制
初
出

D
29
寛
政
4.3

御
倹
約
御
昏
上
帳

前
年
の
御
借
用
2
割
用
捨
.
倹
約

触

過
料
銃

箭
内
一
円
の
倹
約
村
定
調
査
を
受
け
で
の

も
の
.
領
主
へ
の
相
克
杏
上
初
出

17
E
3
1
寛
政
112

村
中
申
合
仇
定
吉
上
帳

前
年
の
道
祖
神
祭
の
際
太
神
賀
.

獅
子
舞
を
行
い
箭
主
よ
り
叱
り
を

受
け
.
相
方
風
俗
引
き
締
め

(記
載
な
し
)

相
方
仕
来
啓
上
2
9
条
の
内

19
灸
は
文
化

6
年
の
仕
来
古
上
(N
u3
5
)
に
継
承
､
古

役
対
頂
主
文
古
に
初
出

4
1
(内
倹
約
12
).

F
32
S
8
33
.1
無
尽
井
憩
音
階
御
停
止
御
触

書
右
之
外
於
御
役
所
披
仰
付

之
趣
依
之
相
中
早
番
党
帳
領
主
の
倹
約
触
.

(記
載
な
し
)

同
年
2
月

付
の
無
尽
.
達
者
借
停
止
.
荏

町
に
行
く
洋
役
人
へ
の
馳
走
.
酒
振
舞
禁

止
令
+
郡
方
役
所
で
の
諸
事
取
締
申
渡
十

倹
約
条
項
の
構
成

7
G
3
3
文
化
3.1.18
■
村
中
申
合
快
走
雷
留
帳
`
前
年
2
J1
の
柑
人
用
ニ
付
領
主
触
過
怠
(見
逃
.
関
連
の
者
も
同
断
)
｢
組
頭
鳩
目
｣
2
名

が
こ
の
相
克
の
退
守

を
監
視
､
史
杵
1

27
H
45
文
政
8.8

定
当
年
の
凶
作

(記
載
な
し)

地
相
か
ら
の
滞
在
者
に
対
し
て
も
適
用
25

I
4
4
天
保
2.1

相
談
倹
約
苫
上
幌

倹
約
村
定
制
定
.
報
告
命
令

(記
載
な
し)

相
方
で
の
倹
約
申
渡
5
回
の
内
4
回
が

倹
約
蝕
に
対
応
(衣
6
.
7
参
照
)

計

45
∫
47
嘉
永
4_
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一
御
上
様
へ
対
無
礼
等

一
切
仕
間
数
事

〓
ボ
門
御
改
之
場
所
た
ば
粉

1
切
無
用
ノ
事
､
御
改
こ
参
り
近
所
之
家
へ
立
寄
申
開
敷
専

一
宗
門

･
大
検
見
之
節
'
村
中
者
勿
論
屋
敷

･
家
内
迄
そ
ふ
じ
念
入
'
火
之
用
心
第

一
二
可
任
侠
､
御
改
二
参
り
留
主
二
居
候
者
'
隣

家
江
罷
出
間
数
事

一
孝
行
之
者
有
之
侯
ハ
,
早
速
可
申
出
事
'
不
孝
之
者
ハ
猶
又
可
申
出
慎

一
諸
御
役
儀
こ
参
-
侯
節
不
働
致
侯
者
ハ
､
村
方
こ
て
過
怠
申
付
侯

1
酒

1
切
村
方
こ
而
為
売
買
不
申
侯
､
尤
祝
儀
又
者
不
幸
之
節
者
'
役
人
へ
願
出
分
限
二
見
斗
ひ
申
付
侯
所
'
此
末
ハ
組
頭

･
親
類

･

隣
こ
て
差
積
り
､
其
上
名
主
元
へ
願
出
可
請
差
図
侯
事

但
シ
其
節
家
ノ
内

占
外
へ
1
切
酒
出
間
数
事
■

一
外
古
酒
商
人
参
り
侯
共

1
切
買
申
開
鋪
侯
'
右
之
趣
相
背
侯
ハ
,
吟
味
之
上
過
怠
申
付
侯
､
近
村
へ
出
侯
共
買
給
侯
事
､
是
又

無
用
之
事
こ
侯

一
祝
儀
之
外
酒
樽
井
雑
事
等
遣
り
貰
ひ
不
致
筈

一
呼
合
之
儀
親
子
之
外
｣
切
不
任
侠
､
重
之
内
石
岡
様
二
候

1
農
着
物
者
男
ハ
1
統
育
'
女
ハ
青
こ
形
こ
可
任
侠
'
其
外
之
儀
ハ
分
限
こ
可
応
侯
､
尤
不
相
応
成
衣
類
着
用
致
侯
ハ
,
､
其
組

こ
て
吟
味
可
仕
侯

一
女
中
か
ん
ざ
し
壱
本
こ
可
仕
侯
､
白
き
ひ
ら
元
結
斗
り
､
其
外
ハ
何
こ
て
も
無
用
二
侯

一
女
中
ろ
こ
う

･
か
ん
ぼ
り
井
島
田
入
共
こ
分
限
こ
応
シ
可
申
侯

1
前
だ
れ
鳥
類

一
切
無
用
こ
侯
'
古
キ
有
合
之
外
'
此
上
仕
立
侯
ハ
､
青
こ
可
致
侯



一
帯

･
衣
類
男
女
共
二
綿
布
之
外
'
袖
口

･
半
ゑ
り
に
て
も

一
切
無
用
事

但
シ
..L俵

･
不
幸
之
時
'
内
々
こ
て
タ
限
こ
応
シ
宕
用
可
仕
帳

1
農
笠
之
儀
ハ
役
人
見
斗
ひ
相
渡
筈

但
シ
他
所
へ
出
侯
節
分
限
二
応
可
申
侯

一
手
履
之
儀
麻
こ
て
秋
斗
り
用
捨
之
専

一
は
､
き
も
麻
こ
て
田
植
斗
り
用
捨
之
単

一
村
中

一
統
わ
ら
そ
ふ
り
こ
可
仕
候
'
買
候
事
是
又
無
用
こ
慎

一
下
駄
之
も
右
同
様
こ
侯
､
然
共
分
限
こ
応
シ
可
申
侯

一
男
女
足
袋
之
義
是

占
買
申
間
数
侯
'
手
前
こ
て
掠
可
申
侯

一
た
ば
こ
道
具
柑
こ
て
さ
け
類
無
用
二
慎

一
か
ら
か
さ
奉
公
人
井
小
供
等
無
用
こ
侯
､
其
外
茂
分
限
こ
可
応
侯

一
髪
日
代
三
人
と
も
寄
合
致
し
申
開
敷
侯
､
寄
せ
候
事
無
用
こ
慎

一
若
者
夜
遊
こ
罷
出
泊
り
焼
串
無
用
こ
侯
､
猶
又
留
申
間
数
焼
串

一
山
帯
ハ
青
こ
可
致
慎

一
女
中
衣
類
裏
形
者

一
統
無
用
二
侯

但
縁
付
侯
節
ハ
分
限
こ
応
可
申
侯

一
わ
ら
じ
壱
軒
こ
付
壱
足
ツ
､
'
毎
月
晦
日
こ
組
頭
へ
差
出
シ
可
申
侯

右
之
外
ハ
前
方
申
渡
快
適

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(富
者
)

六

七



史
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六

八

右
之
通
相
背
候
者
有
之
侯
ハ
,
'
不
依
誰
急
度
吟
味
之
上
過
怠
申
付
侯
､
兄
の
が
し

･
閏
の
が
し
侯
者
有
之
侯
ハ
､
当
人
同
様
二
俣

寅
正
月
十
八
日

組
頭
横
目利

右

衛

門

七
郎
右
衛
門

(
二
)
倹
約
触
と
倹
約
村
定

こ
こ
で
は
ま
ず
､
倹
約
村
定
に
つ
い
て
の
領
主
の
言
及
を
ま
と
め
た
次
の
史
料
を
検
討
す
る
｡

【史
料
2
】

(

a)

一
衣
服

･
飲
食
等
二
重
迄
常
々
倹
約
を
用
'
農
業
無
油
断
可
相
勤
事

附

農
具
之
外
い
ら
さ
る
器
物
相
調
ま
し
き
事

(元
禄
8
年
6
月

｢高
島
落
部
中
法
度
｣
r長
野
県
史
近
世
史
料
編
第
三
巻
諏
訪
地
方
J
五
二
頁
)

(b
)
其
外
巨
細
成
倹
約
之
儀
'
又
者
村
町
為
二
相
成
候
義
者
'
役
人
共
長
百
姓

･
小
前
之
者
迄
申
談
､
諸
事
倹
約
こ
可
仕
候

(天
明
7
年
'
表
6
ろ
)

(
C
)

其
外
下
着

･
帯
等
之
類
､
懐
中
之
品

･
草
履

･
木
履
等
細
か
成
品
こ
至
迄
精
々
倹
約
こ
致
､

一
切
為
用
申
間
数
侯

(寛
政
3
年
'
表
6
は
)

(d
)
近
年
身
分
不
相
応
成
衣
類
等
を
着
し
侯
者
有
之
者
､
村
役
人
吟
味
可
致
侯
'
其
外
村
方
こ
而
倹
約
之
偽
者
村
役
人
厳
鋪
可
申
渡
侯

(享
和
3
年
､
表
7
F
)

(

e)

一
諸
事
村
克
之
儀
井
倹
約
向
之
義
'
ヶ
条
之
外
村
方
二
而
尚
又
巨
細
二
相
定
'
帳
面
二
相
記
可
申
出
事



(天
保
元
年
､
表
6
と
)

こ
の
史
料
か
ら
'
領
主
の
意
向
は
､
倹
約
蝕
の
発
布
の
際
村
に
倹
約
村
定
を
制
定
さ
せ
t
か
つ
そ
の
内
容
を
報
告
さ
せ
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
'
倹
約
蝕
の
細
則
及
び
そ
の
効
力
貫
徹
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
ま
と
め
ら
れ
る
｡

こ
れ
に
対
し
村
は
'
表
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
倹
約
触
を
契
機
と
し
て
倹
約
村
定
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
基
本
的
に
は
領
主
の

意
向
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
村
定
は
本
来
村
を
主
体
と
し
て
作
成
さ
れ
､
村
内
の
百
姓
に
対
し
て
機
能
す
る
‥

も
の
で
あ
り
､
ゆ
え
に
村
の
独
自
性
を
反
映
し
た
内
容
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
｡
次
に
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
｡

表
6
は
'
表
5
に
掲
げ
た
倹
約
村
定
に
対
応
す
る
か
'
あ
る
い
は
同
時
期
の
倹
約
蝕
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
表
5
の

借
々
の
倹
約
村
定
の
内
容
を
､
表
7
に
ま
と
め
た
.
以
下
表
7
の
分
類
を
も
と
に
､
表
6
と
対
照
す
る
こ
と
で
､
両
者
の
内
容
の
比
較
を

行

い
た

い｡
1
.

衣
服

･
農
着

男
は
青
'
女
は
青
に
形
付
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
.
G
以
降
手
覆

･
前
垂
れ

･
｢は
ば
き
も
｣
な
ど
の
'
農
着
の
色

･
段
笠
に

と
ど
ま
ら
な
い
細
か
な
仕
事
着
の
規
定
が
出
現
し
て
い
る
が
､
倹
約
蝕
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
｡

･
着
物

領
主
蝕
は

一
貫
し
て
絹
布
着
用
禁
止
を
定
め
､
村
定
で
も
こ
れ
を
受
け
同
様
の
条
項
を
定
め
て
い
る
が
､
祝
依

･
不
幸
時
に
は

｢内
々
｣
で
そ
の
着
用
を
許
可
し
て
い
る

(史
料
-
傍
線
部
分
)｡
こ
れ
は
､
ハ
レ
の
際
に
は
平
時
の
木
綿

･
麻
で
は
な
-
榊
を
岩
用
す
る

と
い
う
村
方
の
慣
例
が
領
主
蝕
に
優
越
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
-
'
注
目
さ
れ
る
｡

･
は
き
滝
の
.･
小
物
類

領
主
蝕
は
賛
沢
品
､
と
-
に
女
性
の
櫛

･
井

･
智
の
使
用
を
特
に
厳
し
-
制
限
し
て
い
る
O
相
克
も
同
様
の
条

項
を
定
め
て
い
る
が
､
｢分
限
相
応
｣
と

一
般
的
な
表
現
に
と
ど
ま
り
､
概
し
て
前
者
の
方
が
詳
細
で
あ
る
｡

以
上
の
検
討
か
ら
'
柑
定
に
み
ら
れ
る
衣
服
条
項
は
詳
細
な
領
主
蝕
の
再
令
と
い
っ
た
性
格
が
強
い
が
'
段
着
の
色
に
つ
い
て
村
内
の

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(富
者
)

六
九



8
1症
蟹
缶
蹴
破
餅
鯨
11中
か

表
6
高
島
藩
倹
約
蝕
の
内
容

k
T
:
い
延
事
4
年
lljJ
｢
御
公
儀
占
被
仰
付
ニ
付
御
管
f
ろ
天
明
7
年
｢(倹
約
触
)｣

は
寛
政
3
年
12fJ
r
榊
f許
川
弐
剖

■糾
す
中
江
q
l渡
し
銘
々
印
形
帳
｣
l

御
用
拾
御
倹
約
披
仰
付
挨
相
中

印
形
帳
｣

衣
類
7
1-姓
.
町
人
の
衣
軌
は
羽
綴
.
柿
.
跳
巾
.
袖
口
に
至
･
身
上
先
考
(榊
El
見
.
問
腿
.
町
役
人
.
苗
字
御
免
の
者
も
同
様
)

別
布
着
用
一
切
禁
止

る
ま
で
木
椀
弟
m
､
絹
布
.
R
の
任
用
禁
止
(
I
.
2
)
妻
女
は
平
日
新
物
は
帯
ま
で
郁
類
使
用
莞
乍
止
(
1
)

か
ん
ぎ
L
は
1
本
の
み
､
差
併
任
F77
渋

百
姓
.
町
人
の
軒
.
非
は
鯨
ま
た
は
木
を
使
用
(
3
)
宮
ー
寺
参
り
で
外
出
の
際
は
太
桟
.
片
桐
.
糸
大
嶋
着
用
許
可
､
夏
物
の
止

一所
切
着
用
禁
止
､
輪
以
下
の
E.r1"
は
着
用
許
可
(
2
)

そ
の
他
の
下
新
.
柿
.
懐
中
の
品
.
革

下
着
.
純
粋
.
半
群
.
袖
口
に
は
E1
立
た
な
い
祁
使
用
許
可
､
弔
ト
腰

和
履
.
下
駄
な
ど
は
倹
約
を
専
ら
に
す
る

も
同
様
(
3
)

柿
.
井
は
平
E]
に
は
粗
末
な
物
を
用
い
.
特
別
の
際
も
金
銀
.
ぺ
つ
こ

う
ー
象
牙
は
禁
止
､
水
牛
以
下
は
許
可
(
4
)

男
子
は
下
新
.
帯
.
好
i巾
な
ど
に
鯛
老
m
許
可
(
5
)

･
並
‡盲
以
下
の
者

泰
子
共
に
衣
類
.
帝
.
袖
口
.
頭
巾
ま
で
木
綿
着
用
許
可
､
和
布
使
用
若
き

也
(女
の
か
ぶ
り
も
の
に
刷
使
用
は
許
可
)
(
8
.
9
)

7
0
才
以
上
10
才
以
下
の
者
は
.
椀
寒
時
に
は
下
着
.
捕
杵
に
限
り
鯛
使

用
許
可
(l
l)

柿
.
罪
.
軒
は
金
鉄
.
ぺ
つ
こ
う
.
水
牛
.
象
牙
全
て
恭
止
(l
l)

履
物
も
f
‡
沢
品
使
用
禁
止
(l
l)

El
傘
任
用
釈
止
(小
児
は
除
く
)
(l
l)

御
用
向
又
は
祭
礼
時
別
布
菊
川
の
際
に
は
滞
役
人

に
申
し
山
で
指
示
を
受

け
る
(12
)

こ
と

祭
礼
1
雛
人
形
は
紙
離
ま
た
は
土
人
形
に
配
る
(
6
)

同
左
(2
1)

並
i舞
は
勿
論
船
舶
な
ど
に
至
る
ま
で
-

布
小
幡
任
用
禁
止
､
耗
小
幡
を
用
い
る
(
7
)

布
′ト
帖
は
-
布
.
タ
3
子
1
人
に
限
る
(2
2
)

菜
の
み

帆
.
相
撲
は
粁
f77の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
行
う
(
9
)
同
左
(2
4
)

諸
祭
礼
.
開
帳
.
仏
事
の
際
新
規
の
燈
絶
焚
止
(寺
院
含
)
(15
)

指
燈
組
禁
止
(寺
で
班
て
る
の
は
許
可
)
(

8
)

野
送
り
.
仏
事
の
際
多
数
の
参
免
禁
止
(10
)

同
左
(2
5
)

祝
儀

仏
事
∴

酒
奉
加
.
勧
進
一
切
若
き止
(l
l)

同
左
(2
6
)

御
柱
缶
札
時
新
規
の
ね
り
物
山
し
禁
止
(16
)

蛾
礼
.
枕
俵
の
際
親
方
i
.
仲
人
以
外
人
呼
禁
止
､
料
理
は
一
汁
一
菜
､
薪

は
2
軸
の
み
(17
)

酒
盛
禁
止
､
臓
椀
は
粗
末
な
物
を
用
い
る
(18
)
㌻

正
月

水
枕
禁
止
(19
)

妻
の
神
飾
り
は
軽
く
し
､
;正
机
神
鋲
の
際
正
常
禁
止
(2
0
)

家
作
新
規
の
家
作
.
姐
て
直
し
は
元
の
家
腿
よ
り
大
き
い
も

の
,,禁
止
､
天
井
に
板
を
張
る
場
合
は
部
奉
行
.
町
奉
行

に
伺
い
指
示
を
受
け
る
､
天
井
.
枚
数
の
あ
る
家
の
軒

数
を
改
め
.
新
税
の
家
分
.
推
理
.
天
#
.
頼
政
掃

え
焚
止
(
4
)

同
左
､
ま
た
天
井
一
枚
敷
.
鎚
付
の
あ
る
家
軒
の
書
上
を
指
示
(13
)

そ
の
他
経
に
.t
ら
ず
音
t
i
.
贈
答
一
切
渋
止
(
5
)
■

同
左
(14
)

博
突
莞
乍
止
,
桶
の
者
は
特
に
来
罪
(2
8
.
2
9
)

仕
事
の
な
い
者
に
は
村
役
人
.
古
役
が
説
翰
し
就
業
さ
せ
る
(3
0
)

こ
の
触
に
遠
反
の
者
は
物
品
没
収
の
上
､
当
人
.
名
主
.
閃
b
i
各
1
r
r
文



に
文
政
1
3
年
正
f]
1
9
ほ
文
政
1
3
年
3
JJ
4
へ
文
政
13
年
10
JJ
｢
御
倹
約
申
と
天
保
元
年
12
月
｢
改
ガ
役
所
柑
町
rrlLfl付
苛
写
鵬
｣
の
内
｢
倹
約
之
ヶ
条
｣
(

ケ
)

E3
｢
艶
文
｣

r]
｢(宗
門
故
の
際
大

目
付
よ
り
申
渡
)
｣

渡
披
仰
付
ニ
付
村
中
印
形
帳
｣

｢停
止
之

ヶ
条
｣
(チ
)

倹
約
に
つ
い
て
は
地
道
の
9
1
女
と
t}
前
川
物
は
木
析
札
.
非
礼
.
祉
参
.
仏
謡
の
際
､
潜
物
は
リl
女
と
も
上
下
.
拷
.
羽
段
.
滞
.
腰
僻
な
ど
全
て
木
綿
.
妹
に
限
る
.
祭
礼
.

触
を
守
り
､
着
用
物
は
H
綿
.
麻
以
外
誘
止
(
2
)
下
前
.
腰
帯
一
房
i巾
.
捕
秤
.
辛
凶
事
一
社
参
.
仏
冨旨
の
際
も
rLJ1
様
.
和
だ
i前
川
禁
止
(7
0
才
■以
上
10
才
以
下
の
者
は
詐

立
つ
も
の
邪
止
(
3
)
女
の
朗
飾
り
弟
m
禁
止
､
柿
.
袖
口
に
至
る
ま
で
､
別
布
.
糸
可
)
(
ケ
1
.
2
.
7
--
9
.
l
l)

御
柱
黙
時
も
井
1
本
.
秤
人
前
用
恭
止

振
袖
前
川
禁
止
､
上
下
は
特
別
の
均
分
の
み
許
可
-
(ケ
3
.
テ
5
)

1
本
の
み
(
2
)

漁
下
駄
.
湛
付
雪
駄
任
用
禁
止

令
,羽
.
王前
rTJ
t>
木
綿
.
林
に
限
る
.
削
B
l
使
用
君
!止
(
ケ
4
.
6
)

口
傘
任
用
邪
止
(子
供
は
可
)

祭
礼
.
盆
朗
の
際
.
木
組
り
経
で
も
揃
い
の
新
物
ま
た
は
日
立
つ
も
の
は
訳
止
(
ケ
10
)

耐
食
は
白
銀
を
用
い
.
渋
.
蛇
之
lI
輔
傘
.
Li
傘
へ
に
E.7)
じ
(
ケ
15
.
16
)

は
禁
止

憤
中
物
は
身
分
相
応
の
も
の
を
用
い
､
銀
性
17
.
叙
金
物
禁
止
(
ケ
14
)

女
は
沖
1
本
.
拝
1
本
の
み
着
用
女
の
称
.
沖
は
高
価
な
も
の
恭
止
.
棒
は
本
甲
一
て
う
せ
ん
禁
止
､
木
綿
は
可
(
ケ

12
.
13
)

下
駄
.
洪
付
雪
駄
.
革
綻
ば
せ
l来
な
も
の
を
m
い
.
妻塗
下
駄
な
ど
拓
価
な
も
の
禁
止
､
見

可
､
ベ
つ
こ
う
.
朝
鮮
銀
.
ガ
ラ
ス

は
禁
止
､
そ
の
他
の
偵
中
物
.
捷

物
.
蛙
革
入
.
連
年守
な
ど
に
銃
使
用
総
な
ど
に

郁
代
用
禁
止
(
ケ
17
)

黙
止

村
役
人
.
特
別
の
者
以
外
脇
差
溝
川
禁
止
(テ
4
)

祝
t2細
事
で
も
的
一
切
禁
止
柑
々
の
小
宮
御
柱
群
は
.
古
来
の
伐
嫁
入
.
益
子
iB
L
の
際
の
荷
物
は
馬
1
疋
分
の
み
､
結
納
の
品
は
軽
さ
物
に
す
る
､
嫁
入

(
3
)

を
守
り
な
る
べ
く
倹
約
し
.
曳
人
の
際
奴
類
上
り
茄
物
iB
L
,.モ止
(ケ
18
.
2
5
.
2
6
)

止
.
衣
現
.
手
拭

な
ど
華
;莱
-
切
,,n
客
招
き
は
近
親
.
院
'#
.
｢
無
拠
者
｣
に
限
り
な
る
べ
く
略
す
､
食
事
は
一
汁
一
菜
の
み

止
､
飲
酒
は
前
t)
.
当
tj
の
み
許
可
(ケ
19
.
20
)

析
札
.
葬
送
を
除
き
.
祝
依
.
仏
事
な
ど
の
取
柄
一
切
禁
止
,
希
は
一
品
の
み
(ケ
2
1)

寺
杜
.
山
伏
を
招
く
際
酒
一
切
禁
止
.
允
事
は
一
汁
一
菜
の
み
(ケ
2
2
)

郡
巾
一
統
5
年
間
｢二
人
と
寄
合
｣
飲
酒
一
切
禁
止
､
当
役
.
lb
-役
.
者
l流
寄
合
の
際
酒

若
き止
(テ
1
.
2
)

背
f.号
贈
芥
は
近
親
.
｢
無
拠
肴
｣
以
外
は
な
る
べ
く
省
略
(ケ
2
3
)

産
T
L
近
し
は
も
1
父
母
の
み
.
水
枕
.
泥
あ
ふ
せ
禁
止
.
飾
技
は
鼓
せ
.
土
人
形
に
限
る
.

布
小
城
は
1
布
に
し
､
1
軒
1
本
の
み
,
鉢
的
.
吹
沈
し
旦
黙
止
,
凧
は
海
71
の
み
(ケ

2
4
.
2
7
-
3
0
)
祭
札
.
煙
沌
祭
.
血
祭
.
風
缶
.
侍
Î
缶
.
ni-神
群
な
ど
は
な
る
べ

く
1‡
京
に
す
る
(
ケ
3
1)
歌
兼
任
.
才
E
言
.
あ
や
つ
り
を
行
う
こ
と
禁
止
.
物
穴
似
.

太
神
架
.
子
供
掬
も
同
様
.
盆
柄
の
一環
も
他
相
へ
行
き
踊
ら
な
い
(テ
9
.
10
)

柑
々
二
に
て
掬

酒
盛
.
培
i再
出
-
切
訳
止
､
往
屈
筋
.
諏
訪
神
社
周
辺
.
油
治
鳩
は
許
可

(テ
6
)

新
規
の
燈
絶
君
与止

柑
々
歩
測
(付
入
川
)
改
博
実
.
小
盗
の
者
は
厳
し
伊
勢
神
宮
の
戚
札
降
り
ニ
付
.
お
か
博
突
.
諸
膝
i一
.
購
ii
一
切
2
!止
(テ
8
)

め
は
､
今
後
三
之
九
(莱
く
改
め
る
(
4
)

け
参
り
を
規
制

古
来
に
な
い
f.7
心
講
を
企
て
､
怯
情
話
.
御
杖
講
と
号
し
加
持
所
持
禁
止
(チ
l
l
.
12
)

老
千
野
氏
)
屋
敷
で
行
う
口
付
を
額
内
に
憩
付
き

百
姓
が
浪
人
を
留
め
q
t
き
､
｢
芸
術
稽
古
｣
をす
る
こ
と
禁
止
(テ
3
)

(
1
)

せ
､
こ
の
申
付
に
遠
反
す

他
所
者
の
留
臥
逗
留
禁
止
(テ
13
.
14
)

訴
軒
は
誰
役
人
の
私
宅
で

は
受
け
付
す
､
そ
の
筋
の

役
所
へ
申
し
出
る
(
2
)

青
物
は
干
物
.
幻
以
外
持

参
禁
止
(
4
)

る
者
は
召
し
捕
り
吟

味
す

る
(
6
)

解
剖
を
正
し
く
行
い
､
内

潮
は
黙
止
(
7
)

宗
門
故
の
礼
物
は
干
物
.

射
以
外
,t
!止
(
8
)

凹
畑
を
つ
ぶ
し
桑
を
抽
付
け
る
こ
と
訳
止
(テ
15
)

い
･
は
･
-
は
乙
事
区
有
文
辞
.
ろ
は
｢宝
筋
二
rTl年
占
文
化
三
寅
年
迄
御
家
披
仰
付
｣
(岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
戒
)
､
ほ
は
｢
乙
中
村
万
代
記
｣
拓
士
見
五
味
竹
夫
家
文
杏
､
に
は
r
御

泡
状
写
帳
下
｣
(諏
訪
救
T
T
金
指
r諏
訪
史
料
茶
番
J
姉
6
巻
)
.
と
は
官
士
見
町
平
桐
区
有
文
辞
｡
な
お
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表
7
乙
事
村
倹
約
村
定
の
内
容

ミ濃
A
1:7
保
17.12
,3
｢
今
既
鞠
か
ん
り
ヤ
く
ニ

付
相
中
定
昏
之
党
帳
J

B
.
延
享
4
.10
.15
｢村
中
管
略
ニ
付
定

昏
之
兜
｣

C
天
明
7
.8.1
r村
定
連
判
帳
｣

D
光
政
4
.3.115
｢御
倹
約
御
杏

上
帳
｣

点
前
G7.
笠

笠
は
並
笠
の
み
(
6
)

BT.<若
は
林
を
FT7い
青
色
に
染
め
る
(
3
)

女
の
農
薪
は
｢-TT
ニ
形
｣
に
す
る
(
4
)

男
女
と
も
農
笠
は

伊
奈
笠
の
み
(
6
)

衣
二眼

＼
奉
公
人
.
El
用
取
.
人
の
息
子
は
iiLi巾
.

ほ
う
か
ぶ
り
に
絹
布
新
月
7禁
止
(
5
)

分
限
に
応
じ
染
物
禁
止
､
並
染
の
も
の
を

｢女
お
び
剖
入
候
｣
は
禁
止
(
5
)

革
糊
は
粗
末
な
も
の
を
使
Ff7
(

7
)

雪
符
は
使
朋
禁
止
(
8
)

小
物
郁
刷
物

若
月
J
(
4
)
I

塗
ネ
槻
.
塗
締
使
用
禁
止
(
9
)

傘
の
使
用
は
分
限
相
応
(lO
)
女
性
の
振

袖
一
切
禁
止
(12
)
脇
差
の
伐
FfTは
分
限

相
応
(13
)
敗
色
は
分
限
相
応
(
2
)

祝
儀
讐
鹿
掌
等
給
(管
㌻
は
純
鉄
は
も
親
以
外
の
親
穀
.
兄
弟
へ
の
振
舞
は
年
内

秋
1
度
の
み
(
2
)

呼
び
呼
ば
れ
は
艶
以
外
一
切
禁
止
(14
)

節
句
｣
祝
.
不
幸
の
際
｢垂
二
両
く
ぼ
り
族

不
孝
水
枕
以
授
禁
止
(
3
)

隠
h
7.以
外
｢
振
茶
｣
一
切
禁
止
,
｢
汲
茶
｣

為
｣
一
切
禁
止
,(15
:
,16
)

批
舞
嫁

取
.
析
取
共
に
村
内
で
は
客
を
呼
は
な
い

(
4
)

に
す
る
(
3
)

inA
焼
酎
あ
る
い
は
他
所
よ
り
借
物
に
至
る
ま

で
､
祝
言
.
愁
歎
以
外
一
切
禁
酒
(
1
)

柄
-一
切
禁
止
､
ど
う
し
て
も
fT
う
場
合
は
柑

役
人
へ
申
し
出
て
差

図
を
受
け
る
(l
l)

T
;
普

新
著
た
り
と
も
長
逝
.
夜
泊
禁
止
(
5
)

家
作
(建
て
称
え
た
古
家
の
)
｢
ほ
う
ち
｣
.
古
糞
.

'LITJな
る
木
な
ど
を
持
ち
帰
る
こ
と
粥
止
(
5
)

家
作
を
す
る
者
が
中
以
下
の
場
合
に
は
(辛

伝
い
の
者
に
は
)
弁
当
を
一
切
山
き
な
い

(18
)
.

読
.

r)
持
月
持

El
相
.
I)
符
な
ど
の
寄
分
時
は
水
風
呂
の
み

(17
)

tr
-1
ー

そ
の
他

H
FH
取
.
奉
公
人
の
子
供
に
限
ら
ず
(
礼

立
を
し
親
に
不
孝
の
者
は
入
札
の
上
過
怠

申
付
(
7
)

架
は
落
ち
次
第
拾
い
､
右
打
ち
禁
止
.
林
朱
ら

し
.
小
枝
折
り
取
り
禁
止
(
2
)

前
故
.
茶
道
物
.
樹
木
の
並
み
取
り
渋
止
(
3
)

畦
付
の
稗
.
大
豆
な
ど
秋
作
の
も
の
並
み
荒
し

禁
止
(
4
)
夜
tl1不
時
の
応
声
.
㍍
笑
釈
止

(
5)
.
胡
桃
は
前
々
通
り
n
分
で



E
寛
政
11.2
｢村
中
申
合
依
定
番
上
鵬
｣
F
孝
和
3
.3
.1
｢
無
尽
井
蛙
者
侶
納
件
止

御
触
汚
(中
略
)
依
之
柑
ll】定
岱
帳
｣
G
文
化
3
.1.18
｢村
仲
(7l合
放
延
ilI
恐
悦
｣
lI
西
(文
政
8
)
8
1J
｢

定
｣

戊
耕
土
9
1
は
瀬
､
女
は
plY
に
形
に
す
る
(3
1)
成
瀬
E
3
1
に
J"i
(
3
)

成
瀬
E
3
1
に
lL.1
(10
)

良
笠
l)
6
に
TL.1
(19
)

戊
笠
は
男
女
と
も
伊
奈
笠
.
大
場
笠
(32
)
良
法
91
女
と
も
｢
わ
辞
三
度
｣
は
古
い
物

で
も
禁
止
.
竹
の
か
わ
笠
は
三
度
で
も
安
価

な
も
の
は
許
可
(
4
)

見
笠
役
人
が
比
計
い
渡
し
.
他
所
-
行
く
際
に

は
分
粒

tに
応
じ
る
(15
)

敗
色
は
分
lq川
l応
(30
)

分
rR
和
広
の
物
を
I
iJI)､
イ
;棚
応
な
物
満
州
水
朝
一
般
F
3
に
l■'1
(10)

植
(.t
入
れ
r
立
沈
成
物
｣
は
一
切
禁
止._(18)

女
件
の
我
蔓袖
は
分
取
に
応
じ
る
(33
)
の
場
合
は
机
流
.
親
類
に
て
吟
味
(
3
)
女
性
汗
F
4
に
lJ'7
(ll)

別
布
使
用
禁
止
､
tTi
L
分
EElに
応
じ
る
(3)

袖
口
.
腰
帯
に
至
る
ま
で
別
布
着
用
禁
止
女
性
の
替
rlm
は
1
本
の
み
､
Fj
き
ひ
ら
.
女
性
の
｢
ろ
こ
ふ
か
ん
は
り
烏
EIl入
｣
は
分
限
に
女
作
拝
節
用
は
1
本
の
み
(12
)

(34
)
相
称
一
切
釈
止
(3
5
)

元
結
.
よ
し
の
紙
な
ど
は
,.t!止
(
5
)
応
じ
る
(
12
)

一札
和
玉
田
.
紺
が
す
り
弟
lFJ,禁
止
(13
)

腰
物
は
分
限
相
応
のものを
仕
IT7.
口
用
耽

-I-J'q垂
れ
に
耕
朝
fLE
用
禁
止
.
色
は
稚
(13
)
祝
依
.
愁
欺
時
以
外
､
男
が
lLLJ
垂
を
付
け
遊
び
)JiLき
､
鵡

の
者
は
仕
川
禁
止
(36)

袖
口
.
半
椿
で
も
リ
女
と
も
醐
布
TL用
禁
止
､
祝
Lt:邪
を
す
る
こ
と
Jt!止
(14
)

磐
J】
代
を
3
人
以
上
で
揃
え
る
こ
と
,禁
止

伏
.
不

幸
時
に
は
内
々
で
分
取
に
応
じ
前
川
可
手
招
は
背
の
木
椀
又
は
麻
に
別
る
(15
)

(37)
(14)
･T
l抗
は
僻
を
m
い
秋
の
み
許
可
(16
)
は
ば
き

も
は
麻
を
用
い
rI1肌
時
の
み
可
(17)

相
中
一
統
茄
単
相
を
用
い
.
購

入
男
山
18)

描
物
は
な
る
べ
く
険
約
(16
)

傘
は
分
限
に
応
じ
る
(17)

不
幸
の
際
に
は
青
物
を
近
さ
ず
.
香
代
と
し
呼
介
E
28
に
fJ,1

呼
合
は
親
:I-以
外
一
切
渋
止
.
並
の
内
ニ
而
配
る
批
仏
は
分
別
に
応
じ
な
る
べ
く
倹
約
(
5
)

て
20文
を
互
い
に
通
す
(20
)

こ
と
も
r.,7様
(
9
)

祝
仏
以
外
捕
縛
や
り
と
り
禁
止
(
6
)

呼
介
は
親
子
以
外
一
切
禁
止
(28
)

｢
盛
之
内
ニ
rln-眠
険
叩
｣
は
親
以
外
一
切
禁

止
(29
)
祝
伐
の
際
は
一
汁
-

兼
の
み
(38
)

祝
伐
以
外
i内
樽
.
雑
事
や
り
と
り
禁
止
(10)

呼
介
.
盛
之
内
G
9
に
rLJ1
(
7
)

的
は
相
方
ニ
而
一
切
i'7
わ
せ
ず
.
祝
蛾
.
不

幸
の
際
に
は
相
投
人
へ
願
い
u
Iた
上
､
村
役

人
が
J分
限
を
見
計
い
申
付
(19
)

I"JJH
外
よ
り
i内
細
入
が
来
て
も
i耶
7-
班
,,渋
止
.
追
放

肴
は
吟
味
の
上
過
怠
申
付
､
近
相
へ
行
き
所
rT
.

飲
酒
禁
止
(
7
)

枕
蟻
.
イ
く:f.=時
に
柄
門
の
場
合
は
れ
朗
.
親
斬
.

F%
家
で
HLi梢
り
､
r
]主
元
へ
申
し
山
差
回
を
受
け

る
○
そ
の
際
家
外
に
は
酒
を
一
切
LLI
き
な
い
(
6
)
忠
敬
時
.
柄
を
そ
の
架
の
炎
U
に
山
す

こ
と
禁
止
(10
)

)I.=者
が
夜
遊
び
に
LIIて
(他
家
-
)
n
ま
る
こ
と
､

前
者
を
泊
め
る
こ
と
禁
止
(24

)
手
li
人
妃
の
政
糾
よ
分
限
に
応
じ
役
人
が
差

-T-.伝
に
頼
ん
だ
人
に
は
ま王
政
の
み
EI1
し
,
im
ll
L
訳
lL

臥
不
知
.C
G
の
場
合
は
一
切
山
き
ず
(22)

(
8
)
作
調
見
拝
は
茶
の
み
.
茶
展
子
は
汲
刑
.
持
家

以
外
禁
止

(
9
)

目
指
.
JJ
指
は
年
2
LLJJの
み
.
祈
願
以
外
の

IIJ神
話
.
二
十
三
成
講
な
ど
.
世
Ii帥
一J紬
ま
で
食
!tl禁
止

布
呼
禁
止
(2
3
)

(ll)
十
三
夜
餅
は
塊
餅
渋

止
.
鍋
餅
に
す
る
ー2
5
)

Lit鵬
役
に
1i
く
掛
土
弁
当
に
米
人
(39
)
串

食
■非
は

繋
.
野
菜
を
艶
ぜ
､
槻
蝕
を
JIJい
る
.
LEiLIi
.
註ti.

刈
の
者
の
升
三Lu
=
は
野
菜
を
入
れ
る
(40)

72
,花
.
7
H
.E
93
女
u
LJ1
様
(2
)

L*1非
の
際
の
大
食
手
当
と
し
て
.
籾
を
Z
rj;.:r'J故
の
場
所
で
喫
蛙
禁
止
.
故
に
行
く
際
胡
主
へ
無
礼
一
切
禁
止
(
1
)

非
人
.
物
rt
.
言古
仙
進
に
施
し
禁
ltT.
(
4
)

汁
.
1
升
5
分
.
1
1t
の
3
ラ
ン
ク
に
分
け
近
所
の
家
へ
立
ち
寄
り
禁
止
(
6)

宗
門
改
.
大
検
比
の
際
心
持
F
6
.
7
に
同
Llm
攻
の
E
.は
身
Ⅰ1.1
り
に
/Jは
付
け
る
(20)

年
々
災
め
る
(4
l)

29
集
ま
で
は
相
方
仕
米
の
諮
上
な
の
で
'G
略
'宗
門
改
.
大
検
妃
の
際
は
相
中
の
逝
培
.
描

数
家
内
ま
で
掃
除
を
念
入
れ
.
火
の
元
節
-
(
2
.
3
)

孝
行
肴
.
不
孝
者
は
申
し
‖
る
こ
と
(
4
)
飽
け
よ
り
の
滞
在
符
も
当
村
の
定
を
適
lIJ(2
1)

掬
rr
.
非
人
.
行
碓
井
を
托
元
の
差
r3g
な
く
泊
め
る
こ
と

に
心
持
.
故
の
際
瑚
'1-Jt番
の
者
が
隣
家
へ
遊
謂
御
校
勘
こ
出
た
際
不
倒
の
者
は
柑
-JJ-よ
り
過
怠
･n
lL
(22
)

し
､
こ
の
衣
に
は
30
粂
以
下
の
倹
約
条
項
の
ぴ
に
rT
く
こ
と
禁
止
(
7
)

EP
付
(
5
)

遭
比
肪
砿
女
.
LIJ伏
..社
人
止
宿
禁
止
.
遠
t1
才
は
軌
痢

み
を
拭
け
T=



巷
(蕪
蟹
缶
賦
礎
餅
鯨
11キ
】恥

Ⅰ
①
文
政
13.2.6
｢相
談
倹
約
申
渡
｣

I
(む
文
政
13
.3
.3
｢村
方
定
例
人
別
内
改
之

節
談
｣

I
(卦
文
政
13.3.4
｢(宗
門
故
の
節
村
方
へ
ー‡l

抑
｣

I
(彰
文
政
13.10.4
｢相

談
｣

良
宕
E
3
1
に
同
(
2
)
Bi
笠
D
6
に
同
(
3
)

汲
薪
手
放
H
15
に
同
(
4
)
女
性
や
H
12
下
着
.
半
襟
.
柿
.
袖
口
.
羽
抱
の
喪
.
紐

草
履
.
下
駄
n
立
つ
物
使
用
訳
止
(
6
)
足
駄
及

に
同
(
5
)
嗣
布
は
祝
儀
.
愁
歎
時
分
限
に
応
じ
介
羽
の
衣
ま
で
H
l布
若
m
,,禁
止
､
木
綿
で
も

ぴ
木
雁
の
架
改
皮
,T
T染
塗
の
柿
で
Fl立
つ
物
禁
止
,

荊
用
(13
)
女
性
の
前
垂
は
妹
又
は
安
価
な
括

木
椀
､
色
は
青
か
花
立
に
限
る
(17
)

目
立
つ
物
は
釈
止
(
2
)
女
の
髪
飾
り
に

郁
f
i使
用
,訳
止
(
3
)

rl.W
L皮
楢

で
血
道
使
用
し
鈍
安
の
物
は
許
可
(
7
)

呼
合
.
虫
之
内
G
9
に
悶
(
7
.
8
)
当
才

馬
出
生
時
七
夜
祝
に
柄
客
を
呼
ぶ
こ
と
禁
止
(
9
)

人
馬
柄
気
時
五
人
租
.
隣
家
を
桁
み
神
仏
祈
念

の
際
酒
食
焚
止
(lO
)
酒
や
り
と
り
H
6
に

同
(15
)

机
礼
時
格
別
の
料
理
禁
止
(
6
)
不
辛
の

際
僧
侶
で
も
吸
物
出
し
禁
止
(
8
)
不
孝

の
際
近
付
よ
り
見
韓
の
人
た
り
と
も
強
飯
出

し
禁
止
(
9
)
不
幸
の
際
膳
部
は
一
汁
一

莱
(10
)

祝
儀
で
も
inJ一
切
禁
止

不
幸
時
弼
王て
G
6
に
伺
.
穴
槻
場
へ
は
少
々
近
飲
iri祭
止
.
神
iPIた
り
と
も
手
樽
1
つ
に
駁

村
内
の
拐
iTi尾
一
切
,.渋
止
.
地
相
の
所
商
人
が
人
ら

す
(ll)

る
(
5
)
崎
札
等
ど
ん
な
祝
事
で
も
約
円

禁
止
(
6
)
不
孝
の
際
約
円
禁
止
､
穴
刑

場
へ
は
2
升
遺
す
(
7
)
掘
酒
鮎
の
者
へ

lh'-所
出
し
､
相
方
へ
の
酒
駁
充
禁
止

(ll)
な
い
よ
う
に
村
入
口
の
諸
方
に
札
を
辻
で
る
(
1
)

1

iキ
男
女
が
休
日
に
往
来
道
筋
へ
山
て
遊
ぶ
こ
と

釈
止
(
6
)

手
伝
H
8
に
同
､
ま
た
良
作
普
言行
.
或
普
調
の

際

押
懸
手
伝
禁
止
(12
)

H
ll

.
25
に
同
(16
.
18
)

17
2
に
同
(謂
牧
人
.
日
程
も
同
.
1
)

謂
約
校
並
.
伝
馬
な
ど
を
役
元
か
ら

宛
て
ら
れ
た
火
の
元
用
心
(
1
)
女
が
学
事
頼
み
に
r
T

叫
林
若
木
立
の
中
で
松
木
切
株
掘
取
禁
止
(
2
)

時
は
逆
滞
な
く
参
る
(14
)

く
際
､
人
の
噂
話
禁
止
(
4
)

持
主
に
相
談
な
く
私
有
林
の
切
株
批
取
.
苗
木
荒
し

の
祭
止
(
3
)
7
年
以
前
の
申
渡
泊
り
､
川
筋
.

堰
筋
.
土
手
の
出
張
っ
た
所
は
引
っ
込
め
,
川
よ
し

等
を
植
付
け
､
他
人
の
迷
惑
に
な



Ⅰ
⑤
天
保
2
.13
｢相
談
｣

J
滋
永
4.2
r
柑
定
倹
約
之
ヶ
条
｣

履
物
は
な
る
べ
く
手
作
り
の
も
の
を
使
用
(
6
)

婚
礼
の
際
の
酒
は
祝
iJ1
時
の
み
､
後
で
柄
客
を
呼
ぶ
こ
と
,禁
止
(
2
)

絹
納
棺
R
!止
ニ
付
､
3
11
氏
神
汚
祭
礼
.
4
T7
15
H
山
口
水
神
.
戸
隠
山
御
泊
立
.

葬
送
の
際
の
酒
R
Ⅰ
(9
11
に
同
(
3
)

秋
両
社
油
立
.
両
社
氏
神
夏
祭
札
時
の
神
酒

は
姓
迄
通
り
(
1
-
4
)

葬
送
の
際
野
辺
送
り
辺
f
t称
え
の
人
.
香
代
帳
付
の
人
へ
は
家
内
で
酒
坂
井
(
4
)

葬
送
の
際
他
相
よ
り
見
舞
の
人
へ
は
表
口
で
-
油
り
所
を
lliす
の
み
(
5
)

屯
桁
ニ
付
押
上
ケ
の
際
酒
慧
止
､
tr
酒
は
il1
､
客
も
近
粗

.
持
家
の
み
(
5
.
6
)

屋
作
.
戒
告
講
の

見
拝
lⅠ
9
に
同
(
9
)

蝋
均
は
な
る
べ
く
用
い
ず
.
蛭
油
を
代
り
に
使
い
､
秋
の
良
問
時
に
大
山
板
の
実
.
1
-
4
桑
の
摂
日
時
に
は
相
中
刀
女
良
作
菜
禁
止
(
4
)

五
味
子
な
ど
を
集
め
油
に
し
用
い
る
(
8
)

上
下
妨
u
lは
小
作
に
出
し
､
人
上
米
を
取
る
(
7
)

年
内
休
口
は
な
る
べ
く
淡
ら
す
(
7
)

林
尻
凪
除
林
の
松
木
の
収
を
切
る
こ
と
祭
止
(
8
)

立
場
の
石
碑
を
こ
ろ
ば
す
こ
と
禁
止
(9
)

各

項
末
の
数
字
は
(
)
内
の
筒
条
の
番
号
を
示
す
､
出
典
は
未
5
参
照

塔
1
451回
Js>
'
襲
撃
･
tt
柵
皆
11
望
揮
叫
東
ii
墜
瑠
｣ゝ
ノ
慧
簿
e
柵
EEE
心
飴
官

ケ
岬
A
Jり
tO
u
'
吏
塁
e
点
皿
壁
も
碕
tSt点

r
o
o
や
6t
L裁

可
･
各
･
蛍
容
･
TL
東
村
山
執
埜
11
長
L
J-
｢呑
盛
雫
填
｣
e
H
lll旧
も
碕
49
点
'
安
定
P
e
蛍
蛍
ilLa
L)iJ
将
緊
粋
軍
も
麿
拓
的
患
tJ
ニ

rQ
e
･G
出
皿
杓
点
L
6,r
O
空
々
e
抑
要
e
将
Ege
頑
丈
u
部
東
伯
吏
定
番
吐
e
頑
丈
(
e
'
女
史
<
h
主
-
ト
e
衷
Lg
JJ
鈷
革
J
t



史
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2
.
祝
儀

･
振
舞

･
不
幸

村
定
で
は
親
子
以
外
の
振
舞

･
呼
合
禁
止
'
｢重

(
=
折
詰
)
ニ
而
く
ぼ
り
侯
｣
の
禁
止
が

一
貫
し
て
定
め
ら
れ
､
茶
振
舞
の
規
制
な

ど
の
個
々
の
条
項
が
そ
れ
に
付
随
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
領
主
蝕
は
音
信

･
贈
答
規
制

(表
6
い
･
と
)
､
婚
礼

･
祝
儀
時
の
客
呼

･

食
事
の
規
制

(ろ

･
は

･
ほ

･
と
)
を
定
め
て
お
-
､
村
定
は
領
主
蝕
を
受
け
て
は
い
る
が
､
親
子
以
外
の
振
舞
禁
止
の
条
項
が
'
領
主

蝕
に
関
係
な
-
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
｡
村
内
の
各
家
と
の
交
際
を
平
等
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
時
の
相
で

は
'

一
軒
へ
の
新
規
の
振
舞
が
他
軒
へ
も
拡
大
せ
ざ
る
を
え
ず
､
そ
の
出
費
が
際
限
な
く
増
え
る
こ
と
へ
の
対
策
と
考
え
ら
れ
､
そ
の
点

で
村
方
独
自
の
条
項
と
い
え
よ
う
｡

3
.
飲
酒

村
定
で
は
平
時
に
は
禁
酒
が

一
貫
し
た
基
調
で
あ
り
､
村
外
の
酒
商
人
か
ら
の
購
入
を
特
に
厳
し
-
規
制
し
て
い
る
｡
ま
た
｣
祝
儀

･

不
幸
の
際
に
は
酒
の
購
入
そ
の
も
の
は
許
可
さ
れ
て
い
る
が
､
村
役
人
の
承
認
を
必
要
と
L
t
G
以
降
は
事
前
に
組
頭

･
親
類

･
隣
家
に

よ
る
購
入
量
決
定
の
事
項
が
加
わ
っ
て
い
る
｡
ま
た
そ
の
際
家
内
で
の
飲
酒
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
れ
は
後
で
と
り
あ
げ
る
史
料
3

の
37
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
'
不
幸
時
の
客
へ
の
振
舞
酒
が
酒
宴

へ
転
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
､
見
開
余
業
と
し
て
の
村
内
の
揚
酒
屋
営
業
に
つ
い
て
も
､
天
保
年
間
以
降
村
内

へ
の
酒
売
買
禁
止
'
営
業
停
止
と
規
制
が
強
化

さ
れ
て
い
る
｡
後
で
検
討
す
る
史
料
5
で
は
'
天
保

一
三
年

(
一
八
四
二
)
四
月
に
､
居
酒

･
売
酒
禁
止
を
誓
約
し
た

一
札
が
揚
酒
屋
四

名
か
ら
村
役
人
に
提
出
さ
れ
て
お
-
､
村
定
が
実
際
に
効
力
を
も

っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡

こ
れ
に
対
し
領
主
蝕
は
'
表
6
ろ
で
酒
盛
禁
止
を
定
め
て
い
る
も
の
の
､
禁
酒
条
項
は
ほ
ま
で
み
ら
れ
ず
'
と
に
至
-
よ
う
や
-
､
婚

礼

･
葬
送
以
外
五
年
間
飲
酒
禁
止
'
揚
酒
屋

･
居
酒
屋
禁
止
と
体
系
的
な
規
制
を
行

っ
て
い
る
｡
し
か
し
こ
う
し
た
条
項
は
そ
れ
以
前
の

村
定
に
す
で
に
存
在
し
て
お
り
､
村
走
の
飲
酒
条
項
は
村
方
独
自
の
課
題
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡
当
時
の
村
方
へ
の
詫
び
証
文
に
多
数
現
れ



る
'
飲
酒
に
よ
る
不
祥
事
の
発
生
と
村
落
秩
序
の
乱
れ
が
､
そ
れ
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

4
.
若
者

領
主
蝕
は
踊
-

･
相
撲
の
費
用
節
減
'
新
規
の
燈
篭
禁
止
'
歌
舞
伎

･
狂
言

･
あ
や
つ
り
物

･
物
真
似
の
興
業
禁
止
な
ど
'
若
者
組
が

中
心
と
な
っ
て
行
う
祭
礼
の
規
制
を
定
め
る
の
み
で
あ
り
､
若
者
組
に
対
す
る
本
格
的
な
規
制
は
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
の
若
者
組
禁

(14
)

止
令
ま
で
み
ら
れ
な
い
｡
こ
れ
に
対
し
村
定
で
は
若
者
の
夜
遊
び

･
宿
泊
､
休
日
の
往
来
で
の
雑
談
と
い
っ
た
平
時
の
行
為
自
体
が
問
題

と
さ
れ
て
お
-
'
領
主
蝕
と
は
異
な
る
独
自
の
内
容
で
あ
る
｡

5
.
家
作

領
主
蝕
が
家
作
の
規
模

･
造
作
の
規
制
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
'
村
定
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
普
請
時
の
手
伝
人
足
へ
の
振
舞
の
際
､

そ
の
出
費
が
か
さ
む
こ
と
で
あ
-
'
振
舞
の
供
応
を
目
的
と
す
る

｢押
懸
手
伝
｣
の
者
の
一
般
化
と
い
う
状
況
に
対
応
し
た
独
自
の
内
容

と
考
え
ら
れ
る
｡

6
.
そ
の
他

各
種
の
講
に
関
す
る
規
制
'
食
事
に
つ
い
て
の
条
項
'
村
落
生
活
に
か
か
わ
る
種
々
雑
多
な
規
制
で
あ
-
､
二
で
検
討
す
る

｢村
談
之

覚
｣
の
大
部
分
を
占
め
る
諸
事
生
活
規
制
条
項
に
受
け
継
が
れ
る
か
､
あ
る
い
は
そ
の
再
令

･
補
完
で
あ
る
｡

以
上
の
検
討
か
ら
､
当
村
の
倹
約
村
定
は
､

･
領
主
触
の
再
令
及
び
細
別
で
あ
る
衣
服

･
領
主
蝕
を
受
け
て
は
い
る
が
'
村
方
独
自
の
課
題
に
基
く
祝
儀

･
振
舞

･
不
幸
､
飲
酒

･
領
主
触
と
村
定
で
内
容
の
異
な
る
家
作

･
若
者

の
三
つ
を
中
心
と
し
､
｢相
談
之
党
｣
の
再
令

･
補
完
で
あ
る
そ
の
他
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
衣
服

･
祭
礼

･
祝
儀
不

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
沓
)

七
七



史
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七
八

(15
)

(16
)

幸

･
飲
酒

･
家
作

･
博
突
禁
止
の
五
点
に
絞
ら
れ
る
領
主
の
倹
約
蝕
と
比
較
し
て
'
倹
約
村
定
は
よ
り
広
範
な
内
容
を
持
ち
'
領
主
蝕
が

禁
止
す
る
絹
布
の
着
用
を

｢内
々
｣
で
は
あ
れ
許
可
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
､
領
主
触
に
対
し
自
律
性
を
保
持
し
て
い
る
｡

こ
こ
か
ら
､
村
方
独
自
の
課
題
に
対
応
し
た
自
律
的
な
生
活
規
範
と
し
て
､
倹
約
村
定
を
位
置
付
け
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
他
地

域
で
も
'
た
と
え
ば
前
田
正
治
が
紹
介
し
た
文
政

一
〇
年

二

八
二
七
)
の
丹
後
国
熊
野
郡
久
美
浜
村
の
倹
約
村
定
に
は
'
｢倹
約
与
申

(17
)

儀
ハ
家
内
取
締
方
こ
可
有
之
事
こ
候
間
｣
と
の
文
言
が
み
ら
れ
'
個
々
の
百
姓
に
と
っ
て
の
生
活
規
範
と
い
う
倹
約
村
定
の
性
格
を
裏
付

け
て
い
る
の
で
あ
る
｡

二

｢毎
年
宗

門
内
改
之
節
申
渡
村
談

之
覚
｣

に
つ
い

て

次
に
､
村
-
百
姓
間
の
関
係
に
つ
い
て
､
当
村
の
基
本
法
と
し
て
文
政
初
年
に
確
立
し
た

｢毎
年
宗
門
内
改
之
節
申
渡
村
談
之
党
｣

(以
下

｢相
談
之
覚
｣
と
略
す
)
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
｡

(

こ

寛
政
-
文
化
年
間
の
乙
事
村

｢は
じ
め
に
｣
で
ふ
れ
た
よ
う
に
､
当
村
で
は
寛
政
年
間
を
画
期
と
す
る
村
走
の
変
化
が
み
ら
れ
る
が
'
そ
の
背
景
と
な
る
当
時
の
村

方
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
｡
ま
ず
経
済
構
造
に
つ
い
て
は
､
当
時
期
の
水
田
の
大
幅
な
増
加
に
よ
-
､
二
～
五
石
の
中
層
農
民

が
村
内
の
主
力
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た

(表
1
･
3
参
照
)0

次
に
村
役
人
制
に
つ
い
て
は
'
寛
政
末
年
頃
の
当
役

･
古
役
の
村
役
人
グ
ル
ー
プ
の
確
立
と
前
後
し
て
､
寛
政
八
年

二

七
九
六
)
に

は
本
名
主
の
半
年
交
代
お
よ
び
村
方
独
自
の
増
給
が
'
ま
た
文
化
七
年

二

八

1
0
)
に
は
村
方
独
自
の
増
給
が
再
び
行
わ
れ
'
村
役
人

(18
)

就
任
期
間
中
の
そ
の
生
計
保
障
が
図
ら
れ
て
い
る
｡



表8 乙事村の村内職制 (天

保初年)

名 称

1

2

3

3

3

1

4

4

4

1

立場川水番世話人

中丸沢 ･大久保汐世話人

うらなし.･林尻堤番

郷田世話人

郷田水見

一之宮日参世話人

若者頭

火之番大頭

同 地i)li

天保2年正月 ｢従古来村方仕来春

上帳｣(乙串区有文昏)より作成

ま
た
寛
政
四
年
及
び
八
年
に
は
'
当
村
の
西
北
を
流
れ
る
立
場
川
か
ら
の

堰

(
=
用
水
路
)
開
通
に
伴
い
､
村
内
で
も
同

一
〇
年
六
月
に
は
中
丸
沢
か

ら
乙
骨
沢
に
至
る
全
七
町
の
新
堰
が
完
成
す
る
な
ど
そ
の
用
水
体
系
が
整
備

さ
れ
､
用
水
管
理
に
当
た
る
堰
惣
代
が
設
置
さ
れ
た
｡
こ
の
外
に
も
'
表
8

に
示
し
た
よ
う
に
村
方
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
が
成
立
し
て
お
-
'
そ
の

就
任
者
は
相
投
義
の
1
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
O
代
々
の
名
主
が
引
き
継
い

で
き
た
村
方
文
書
に
関
し
て
も
､
文
化

一.
〇
年
の
帳
蔵
新
設
を
機
に
文
書
整

理
と
目
録
帳
の
作
成
が
行
わ
れ
､
非
現
用
文
書
は
幌
成
へ
収
納
さ
れ
'
現
用

(_9
)

文
書
は
名
主
の
回
り
持
ち
と
な
っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
当
時
の
乙
宰
相
は
'
村
民
の
経
済
力
の
充
実

･
安
定
化
を
背
景
と
し
て
､
村
役
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
村
落
迎
営
シ
ス
テ
ム

が
整
備
さ
れ
た
時
期
に
当
た
る
｡
そ
の
結
果
､
文
化
六
年
に
村
の
泊
り
が
良
い
と
し
て
'
当
役

･
古
役

･
世
話
役

･
惣
百
姓
が
領
主
か
ら

(初
)

褒
賞
を
受
け
た
の
で
あ
る

｡

(二
)
｢村
談
之
覚
｣
の
検
討

1
.
成
立
の
経
緯

こ
の
村
定
に
は
､
三
つ
の
異
な
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
｡

a
年
月
日
未
詳

｢年
々
御
宗
門
内
改
之
節
申
渡
村
中
議
定
之
党
｣
全
三
二
条

b
文
化

一
二
年
三
月

｢相
談
申
渡

乙
事
相
当
役
人

･
古
役
人

･
世
話
役
｣
全
四
〇
粂

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(富
者
)

七
九



史
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C
年
月
日
未
詳

｢毎
年
宗
門
内
改
之
節
申
渡
相
談
之
党
｣
全
四
二
条

a
I
c
の
関
係
に
つ
い
て
､
細
か
な
検
討
を
省
略
し
て
結
論
の
み
を
述
べ
る
と
､
先
に
述
べ
た
文
化
六
年
の
領
主
に
よ
る
村
方
褒
賞
を

契
機
に

a
が
成
立
し
'
b
で
の
二

ヶ
条
の
追
加
を
経
て
'
文
政
初
年
頃
条
文
配
列
及
び
文
章
を
変
更
し
た

C
が
成
立
し
'
定
式
化
さ
れ

て
い
る
｡
ま
た
作
成
主
体
は
t
b
の
表
題
か
ら
'
当
役

･
古
役

･
世
話
役
の
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
考
え
ら
れ
る
｡

2
.
内
容
の
検
討

ま
ず
こ
の
村
定
の
全
文
を
'
長
文
で
は
あ
る
が
左
に
掲
げ
る
｡

【史
料
3
】
(番
号
は
引
用
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
)

村
定

-
一
宗
門
御
改
御
条
目
御
読
為
聞
之
糊
､
平
伏
い
た
し
奉
畏
入
り
可
申
候

2
一
人
別
御
改
之
節
次
第
能
順
々
罷
出
'
謹
而
印
形
差
出
可
申
侯
'
印
形
江
名
前
札
能
見
江
候
様
附
置
可
申
侯

3
1
御
改
以
前
こ
而
茂
､
高
声
二
両
雑
談

･
世
間
之
噂
咽
等
仕
ル
間
数
侯
'
猶
又
垣
占
透
見
'
戎
ハ
遠
方
こ
而
立
詠
杯
致
間
数
候

4
一
髪
日
代
い
た
し
'
印
形
無
失
念
持
参
可
申
侯
'
煩
草
道
具
ハ
決
而
無
用
'
近
所
之
家
江
寄
事
相
成
不
申
候
'
御
改
場
江
股
引

･
甲

懸

･
立
付
等
不
相
成
侯

(子
供
)

5
1
御
上
様
江
対
無
礼
等
無
之
様
可
任
侠
'
御
改
之
場
江
不
罷
出
女
子
･
児

共

こ

茂
別
而
申
渡
､
礼
義
い
た
し
候
様
常
々
親

占
教
江
可

申
候

6
一
往
還
筋
者
勿
論
'
家
内
迄
茂
掃
除
念
入
可
申
侯
'
井
こ
御
改
こ
出
侯
跡
留
主
居
之
も
の
'
隣
家
歩
キ
致
間
数
侯

7
1
御
奉
行
様
御
往
来
之
節
覗
見
侯
事
不
相
成
'
児
共
た
り
共
遠
方
茂
立
尿
中
間
数
侯

8
一
第

一
火
之
元
大
切
二
可
任
侠
'
と
も
し
火

･
-
わ
へ
さ
せ
る
堅
憤
可
申
侯



9
一
御
年
貢
納
物
随
分
町
寧
描
可
申
侯
､
年
々
相
触
候
得
共
心
得
違
之
族
相
見
へ
侯
'
以
来
免
末
二
掠
侯
者
ハ
持
為
返
侯
'
井
こ
出
縄

俵
念
入
描
可
申
侯

10
1
出
シ
草
牲
之
偽
者

御
上
様
古
御
意
有
之
焼
串
二
候
間
'
念
人
造
納
可
申
侯
､
年
々
組
頭
中
能
々
相
改
侯
筈
'
再
々
魚
末
二
拓
侯

者
ハ
其
趣
可
被
申
出
侯

u

一
諸
御
役
義
宛
侯
節
無
辞
退
受
可
申
侯
､
若
無
拠
訳
等
有
之
ハ
格
別
二
侯
､
身
勝
手
成
儀
仕
間
数
侯
､
右
二
参
候
節
弁
当
之
事
､

粟

･
野
菜
之
類
を
入
､
何
様
之
免
飯
こ
而
も
持
参
可
任
侠
'
其
外
農
業
之
節
ハ
勿
論
'
草
刈
等
も
同
様
之
串
二
侯

12
一
農
業
専
出
情
可
任
侠
､
農
着
物
井
笠
等
之
義
､
前
々
申
置
侯
通
成
文
ケ
倹
約
可
任
侠

13
一
御
役
儀
二
参
候
節
'
不
倒
い
た
し
候
者
ハ
過
怠
申
付
候
'
猶
又
村
普
請
二
出
候
節
､
成
文
相
働
可
申
侯

14
一
他
所
稼
致
侯
者
､
前
々
も
中
位
侯
通
町
寧
二
相
働
可
申
侯
'
尤
稼
之
善
悪
目
付
役
申
付
置
峡
間
､
共
旨
相
心
得
可
申
侯
'
稼
取
候

金
子
ハ
不
残
親
江
可
相
渡
候
'
猶
又
日
立
侯
衣
類
井
腰
物
等
ハ
別
而
不
相
成
侯
､
近
年
繁
花
之
場
所
を
見
習
ひ
'
所
こ
不
応
身
形

等
掠
､

一
村
風
俗
悪
敷
致
候
様
成
族
有
之
､
不
持
之
至
こ
候
､
随
分
じ
み
こ
い
た
し
可
申
侯
'
祭
杯
江
参
候
節
相
心
得
可
申
候

15
1
他
所
者
勿
論
､
御
領
分
中
二
而
も
喧
嘩
等
之
相
手
二
成
候
者
'
善
悪
二
不
拘
過
怠
申
付
侯

16
1
他
所
帰
り
延
引
之
者
ハ
他
所
留
申
付
侯
､
前
々
定
之
通
り
盆
井
年
之
暮
'
春
ハ
正
月
晦
日
迄
こ
帰
相
可
任
侠

17
1
他
所
稼
先
二
而
手
慰
様
之
事
こ
相
加
り
申
間
数
旨
､
前
々
占
成
敗
申
渡
置
候
事
二
侯
､
此
頃
如
何
敷
風
説
有
之
侯
'
右
妹
之
偵
ハ

有
之
間
数
義
二
侯
､
此
上
目
付
役

占
相
聞
江
侯
得
者
'
他
所
留
い
た
し
侯
､
共
親

･
兄
弟

･
1
類
心
付
'
後
牲
無
之
様
可
仕
候

18

1
揚
酒
屋
こ
而
居
酒
春
焼
串
ハ
不
相
成
旨
､
前
々
占
申
置
侯
所
､
近
来
毅
こ
相
成
､
肴
等
締
候
而
大
酒
い
た
し
候
者
も
有
之
趣
､
甚

以
不
宜
儀
二
侯
､
右
鉢
之
儀
相
憤
可
申
侯
'
元
来
其
酒
屋
二
而
右
様
之
儀
為
致
候
筋
無
之
候
'
此
上
相
止
不
申
候
ハ
､
酒
売
差
留
､

春
人
占
ハ
過
料
申
付
侯

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(富
者
)



史
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19
一
男
女
往
来
こ
立
交
雑
談
仕
間
数
侯
'
人
目
を
博
遠
慮
可
任
侠
､
猶
又
夜
遊
び
等
相
模
自
身
之
家
こ
罷
在
'
親

･
兄
之
詞
を
守
平
生

心
懸
､
い
ろ
は
た
り
共
書
覚
江
'
十
露
盤
等
稽
古
可
致
侯
'
年
立
侯
而
後
悔
有
之
事
二
侯

20
一
前
帯

･
巻
帯

･
壱
重
荷

･
打
懸
手
拭
等
ハ
甚
以
不
朕
之
事
こ
侯
､
相
心
得
可
申
候

21
一
若
者
集
候
而
騒
が
せ
'
小
箱
事
杯
致
侯
事
不
相
成
旨
'
是
迄
厳
敷
申
置
侯
儀
候
､
此
上
右
鉢
之
儀
相
聞
江
侯
得
者
過
怠
申
付
侯
､

井
こ
山
伏

･
道
心
者
又
ハ
乞
境
等
折
々
為
休
､
戎
者
宿
等
決
而
不
相
成
侯
'
名
主
所

占
差
図
無
之
留
申
間
数
侯

22
一
正
月
道
祖
神
場
こ
而
'
若
者
井
児
共
遊
び
侯
節
お
と
な
し
く
可
任
侠

23
一
婚
礼
有
之
節
嫁
見
こ
参
､
夜
分
障
子
破
侯
様
成
狼
蒋
成
義
不
相
成
侯

24
一
名
主
所
之
近
辺
者
物
毎
静
二
可
仕
候
'
祭
日
杯
も
其
辺
こ
立
つ
ど
ひ
申
間
数
侯

25
一
村
役
人
江
対
無
礼

･
免
略
仕
間
数
侯
'
御
公
儀
様

q
'御
日
代
二
御
立
置
被
遊
侠
御
役
二
侯
､
暫
時
勤
侯
内
二
両
も
蔑
lT
心
得
侯
而

者
､

一
村
不
相
納
侯
事
こ
侯

(
坐

)

26
一
正
月
飾
松
枝
松
こ
い
た
し
皮
候
､
然
共
手
前
持
杯
二
両

聯

候

者
ハ
格
別
'
併
是
も
随
分
小
松
二
致
中
皮
候
'
此
儀
ハ
御
法
式
も
有

之
由
こ
侯

27
1
萱
古
来
之
通
､
三
月
晦
日
迄
他
村
江

1
切
出
申
開
敷
侯
､
但
村
普
請
相
済
候
上
ハ
､
組
頭
江
届
ケ
侯
而
出
シ
可
申
侯

但
訳
有
之
侯
而
外
江
造
反
者
'
願
出
侯
上
可
任
侠

28
一
畑
畔
萱
野
六
尺
通
り
去
可
申
侯
'
麻
蒔
侯
畑
並
ヒ
地
こ
外
作
有
之
方
ハ
'
三
尺
通
り
去
可
申
侯
'
古
来
如
此
こ
候

29
1
道
筋
井
馬
入
道
迄
も
'
外
ヲ
伐
内
を
立
可
申
候
'
格
別
道
狭
侯
所
ハ
'
毎
春
道
普
請
之
節
手
広
二
切
為
払
侯

30
一
馬
伏
場
之
草

1
切
刈
中
間
敷
候
'
井
芝
切
ケ
候
事
､
前
々
申
置
快
適
不
相
成
侯

31
一
林
枯
枝
吹
落
拾
ヒ
候
儀
､
其
持
主
占
貰
候
ハ
格
別
'
無
沙
汰
二
入
り
申
間
数
候
'
殺
二
不
法
之
事
致
侯
者
ハ
'
見
聞
次
第
急
度
詮



義
申
付
侯

32
一
村

･
他
村
､
田
畑

･
林

･
萱
野
共
売
買
之
節
､
無
間
違
双
方
占
帳
面
囲
可
申
出
侯
､
等
閑
こ
致
置
'
後
年
こ
至
出
入
等
こ
不
相
成

様
相
心
得
可
申
侯

33
一
田
畑

･
林

･
萱
野
之
中
二
有
之
石
'
地
主
江
相
対
茂
無
之
取
焼
串
以
来
不
相
成
､
山
手
御
上
納
任
侠
得
ハ
､
断
無
之
人
侯
等
無
之

儀
二
侯
'
作
物
を
踏
荒
'
林
之
若
木

･
苗
木
等
を
損
､
石
こ
つ
ば
取
散
置
候
串
不
持
二
侯
､
尤
大
石

･
小
石
と
も
同
様
之
事
二
侯

34
一
畑

･
林

･
草
場
之
中
江
､
栄
二
新
道
踏
付
候
事
不
相
成
候

3
1
新
家
建
侯
俵
､
古
代
ハ

御
上
様
江
奉
願
上
､
誰
と
申
者
之
跡
式
相
立
度
筋
を
以
蹴
上
侯
上
'
家
作
致
焼
串
二
候
所
､
近
来
穏
カ

ニ
相
成
侯
故
'
手
前
々
々
勝
手
次
第
之
様
二
成
行
'
畑

･
林
等
江
致
家
作
'
並
地
面
持
主
江
懸
合
も
無
之
袋
二
樹
木
等
植
付
'
或

者
風
垣
等
ヲ
描
'
作
物
之
障
こ
相
成
ル
串
を
も
不
弁
､
不
筋
至
極
二
侯
'
此
上
者
並
地
主
へ
相
対
無
心
之
上
､
村
役
所
江
願
出
可

申
候

36
一
参
宮
其
外
物
詣

･
下
向
等
之
節
'
訳
合
有
之
欺
最
寄
等
ハ
格
別
､
其
外
ハ
女
中
衆
無
用
こ
候

3
1
不
幸
有
之
節
事
済
侯
上
礼
こ
参
侯
儀
､
頼
焼
入
ハ
格
別
'

1
通
之
宅
江
ハ
見
合
可
然
侯
'
且
又
見
舞
候
茂
亭
主
先
､
女
中
ハ
跡
古

参
候
筋
こ
候
'
井
こ
葬
礼
之
時
節
酒
振
舞
候
事
'
其
家
之
内
又
者
家
敷
内
を
限
り
､
隣
家
戎
著
述
等
江
持
出
候
或
仕
ま
し
-
侯
'

猶
又
酒
を
春
過
シ
候
而
狂
談
等
ハ
､
其
家
江
対
愁
歎
之
察
無
之
､
無
礼
至
極
こ
侯

38
一
愁
歎
有
之
節
見
舞
侯
事
実
情
こ
可
有
之
'
近
年
見
舞
方
不
心
得
之
族
有
之
侯
'
不
時
之
至
二
侯
'
人
々
一
生
涯

一
皮
之
衣
'
必
疎

遠
成
間
数
'
井
御
引
導
之
節
ハ
下
座
可
任
侠

39
一
同
断
之
節
酒
買
候
事
'
名
主
所
江
届
候
上
可
仕
侯

(破
損
)

40
一
立
場
川
よ
り
揚

□

汲

普
請
､
近
年
働
方
不
情
こ
相
見
江
侯
'
此
偽
者
用
水

･
田
水
共
人
々
身
分
こ
引
講
侯
串
､
等
閑
こ
可
致
筈
無

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
沓
)

八
三



史
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之
J

甚
以
不
宜
侯
'
以
来
前
々
之
通
'
其
当
日
こ
ハ
日
之
出
こ
朝
飯
認
メ
出
可
申
侯
'
遅
参
之
者
不
働
之
場
ハ
仕
直
シ
為
致
侯

(
破
損

)

41
一
口

□

普

請

･
道
作
等
年
増
等
閑
二
成
行
候
事
'
甚
以
心
得
違
候
､
是
又
古
来
之
通
､
其
当
日
ニ
ハ
日
之
出
二
朝
飯
認
出
可
申
侯
'

銘
々
人
馬
所
用
之
俵
､
成
文
ケ
念
入
掃
侯
上
二
而
'
夏
二
重
水
届
キ
不
申
ハ
無
拠
事
こ
侯
'
疎
成
繕
致
置
候
而
'
羊
水
之
節
二
重

難
渋
之
様
俄
二
申
出
候
儀
､
其
理
不
相
当
侯

1

42
一
右
普
請
之
節
自
身
ハ
銭
取
之
方
江
出
'
■極
老
人
又
ハ
小
供
を
村
役
儀
こ
出
シ
'
或
者
他
村
10
雇

･
手
代
り
等
頼
出
侯
事
不
相
成
侯

そ
の
内
容
は
､
①
宗
門
改

(1
-
7
粂
)
②
村
役

(13
･
40
-
42
条
)
③
貢
租

･
課
役

(9
-
11
･
13
条
)
①
若
者

(19
･
21
-
23
粂
)

⑤
女
性

(19
･
3

･
37
条
)
⑥
他
所
稼

(14
･
16
.･
17
粂
)
⑦
村
役
人
,
(2
･
25
条
)
⑧
諸
事
生
活
規
制

(そ
れ
以
外
)
の
七
項
に
区
分

で
き
る
｡
以
下
各
項
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
｡

①
宗
門
改

改
場
で
の
心
得
･(宗
門
人
別
帳
前
書
読
み
聞
か
せ
の
際
平
伏
､
順
番
を
守
る
'
高
声
雑
談

･
世
間
の
噂
話

･
遠
見

･
立
ち
眺
め
な
ど
の

無
作
法
禁
止
､
髪
は
月
代
を
そ
り
煙
草
道
具
は
持
参
し
な
い
､
近
所
の
家
立
ち
寄
り
禁
止
､
衣
服
の
規
制
)
'
領
主
へ
の
態
度

(女

･
子

供
に
至
る
ま
で
無
礼
禁
止
)
'
留
守
の
者
心
得

(道
筋

･
家
内
ま
で
掃
除
念
入
れ
'
宗
門
奉
行
通
行
時
の
覗
き
見
禁
止
)
か
ら
な
る
｡
本

史
料
が
領
主
の
宗
門
改
の
前
日
の
村
方
独
自
の
内
改
の
際
各
軒
に
申
し
渡
す
心
得
書
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
'
詳
細
か
つ
実
態
に
即
し
た

も
の
で
あ
る
｡

②
村
役

立
場
堰

･
村
内
の
堰

･
道
の
三
種
の
普
請
と
い
う
'
村
民
の
生
産

･
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
労
働
負
担
に
つ
い
て
､
近
年

等
閑
に
さ
れ
働
方
が
不
精
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
､
当
日
は
日
の
出
時
に
は
朝
食
を
済
ま
せ
普
請
に
出
る
こ
と
'
遅
参

･
不
働
の
者
に
は

や
り
直
し
を
さ
せ
る
と
い
う
作
業
の
心
得
を
定
め
て
い
る
｡
｢用
水

･
田
水
共
人
々
身
分
二
引
講
申
侯
事
等
閑
二
可
致
筋
無
之
｣
(40
粂
)､



｢疎
成
繕
致
置
侯
而
羊
水
之
節
二
重
錐
渋
之
様
俄
こ
申
出
侯
儀
其
理
不
相
当
侯
｣
(
41

条
)
と
､
こ
れ
ら
の
普
請
が
個
々
の
百
姓
の
生
産
に

直
結
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
'
村
民
の
生
産

･
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
負
担
と
い
う
村
役
義
の
性
格
を
端
的
に
示
す
も
の

で
あ
-
､
注
目
さ
れ
る
｡
し
か
し
領
主
役
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
'
領
主
役
に
出
た
際
不
倒
の
者
は
過
怠
の
制
裁
を
受
け
る
の
に
対
し
'

村
役
に
対
し
て
は

｢成
文
｣
と
作
業
出
情
を
要
求
す
る
の
み
で
あ
り
制
裁
規
定
を
欠
く
こ
と
か
ら

(13
粂
)
'
村
役
を
領
主
役
と
同
等
の

(21
)

も
の
と
評
価
す
る
水
本
邦
彦
の
見
解

に

は
疑
問
が
残
る
｡
ま
た
42
条
は
'
個
々
の
家
に
と
っ
て
現
金
収
入
を
も
た
ら
す
稼
ぎ
の
比
重
が
上

昇
し
､
成
年
の
当
主
が
本
来
勤
め
る
べ
き
村
役
を
､
老
人

･
子
供
あ
る
い
は
他
村
の
者
に
代
替
さ
せ
る
と
い
う
､
個
々
の
家
と
村
と
の
利

害
対
立
の
顕
在
化
へ
の
対
応
と
考
え
ら
れ
'
注
目
さ
れ
る
｡

③
貢
租

･
課
役

年
貢
の
梱
包
は
丁
寧
に
行
う
こ
と

(粗
末
な
も
の
は
返
却
)'
出
し
縄
俵

･
草
牡
の
組
頭
に
よ
る
検
品
'
伝
馬

･
川
除
人
足
な
ど
の
領

主
役
に
宛
て
ら
れ
た
際
の
辞
退
禁
止
及
び
弁
当
の
心
得
､
不
働
の
者
過
怠
の
規
定
か
ら
な
り
､
お
お
む
ね
個
々
の
領
主
法
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
｡

④
若
者

若
者
を
集
め
宿
を
す
る
者
に
は
'
｢過
怠
｣
と
厳
し
い
制
裁
を
定
め
て
い
る
が

(21
粂
)
'
若
者
の
行
為
に
関
し
て
は
､
｢遠
戚
｣
｢相
慎
｣

(19
条
)
､
｢お
と
な
し
-
可
仕
｣
(21
条
)
と
､
そ
れ
自
体
を
直
接
禁
止
し
て
は
い
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
｡
つ
ま
り
正
月
の
道
祖
神
場
で

(22
)

の
遊
び

･
婚
礼
の
際
の
嫁
兄
と
い
っ
た
若
者
の
習
俗
を
'
村
役
人
グ
ル
ー
プ
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
-
､
天

(23
)

保
三
年

二

八
三
二
)
の
下
村
若
者
観
狂
言

1
件
に
み
ら
れ
る
若
者
組
の
自
律
性
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
.

⑤女性
雑
談
規
制
に
み
ら
れ
る
男
女
の
別
の
強
調

(19
粂
)､
参
宮

･
物
論

･
下
向
の
女
性
の
み
の
禁
止

(36
粂
)､
不
幸
の
際
の
見
舞
の
順
は

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
善
)

八
五



史
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八
六

亭
主
が
先
､
妻
は
後

(37
粂
)
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
女
性
は
男
性
に
比
し
て
一
段
と
低
い
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

⑥
他
所
稼

働
方
出
情
､
稼
ぎ
の
善
悪
目
付
役
設
置
'
稼
ぎ
の
収
入
は
全
額
親
へ
渡
す
､
目
立
つ
衣
類

･
腰
物
禁
止

(14
条
)
'
帰
村
の
時
期
及
び

遅
刻
の
者
の
他
所
出
差
止

(16
条
)
'
他
所
稼
ぎ
先
で
の

｢手
慰
｣
(
=
遊
芸
)
に
加
わ
る
こ
と
の
禁
止
'
違
反
者
は
他
所
留
の
制
裁

(17

粂
)
か
ら
な
る
が
､
｢近
年
繁
花
之
場
所
を
見
習
ひ
所
こ
不
応
見
形
等
掃
'

一
村
風
俗
悪
敷
敦
侯
様
成
族
有
之
｣

(14
粂
)
と
'
江
戸

･
甲

府
と
い
っ
た
稼
ぎ
先
の
都
市
の
風
俗
の
持
ち
込
み
に
よ
る
村
内
風
紀
の
悪
化
へ
の
対
応
が
'
そ
の
基
調
を
な
し
て
い
る
｡

⑦
村
役
人

名
主
宅
の
近
-
で
は
静
か
に
す
る
こ
と

(24
条
)
'
村
役
人
へ
の
無
礼

･
免
略
禁
止

(25
粂
)
を
定
め
て
お
-
t.
｢暫
時
勤
侯
内
｣
(25

(24
)

条
)
の
語
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
､
当
時
の
村
役
人
の
額
繁
な
交
代
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る

｡

ま
た
25
条
で
は
村
役
人
自
身
を

｢御
公

儀
様
占
御
日
代
二
御
立
被
遊
侠
御
役
｣
す
な
わ
ち
領
主
の
代
理
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は
当
時
期
の
小
前
百
姓
の
村
政
批
判

･

(25
)

郷
林
の
勝
手
な
伐
採
に
対
し
'
村
役
人
と
小
前
と
の
差
異
を
再
確
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
況
の
下
で
'
領
主
の
威
光
を
背
景
と

し
た
小
前
百
姓
と
の
関
係
の
定
式
化
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
､
百
姓
に
対
す
る
村
定
と
い
う
こ
の
史
料
の
性
格
を
明
瞭
に
示
し
て
い

る
｡⑧

諸
事
生
活
規
制

こ
の
村
定
の
最
大
の
特
色
は
'
村
落
生
活
に
関
す
る
種
々
雑
多
な
条
項
で
あ
り
､
量
的
に
も
全
体
の
四
割
近
-
を
占
め
て
い
る
｡
個
々

の
箇
条
の
説
明
は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
す
る
が
'

一
で
検
討
し
た
倹
約
村
定
と
類
似
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
-

(表
7
参

照
)｡
こ
の
う
ち
8
･
12

･26
･
35
の
各
条
は
領
主
触
の
系
列
か
'
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が

(表
6
参
照
)
､
他
の

箇
条
は
村
方
独
自
の
規
制
で
あ
る
｡
他
人
の
葬
式
に
か
こ
つ
け
て
酒
の
振
舞
場
所
に
押
し
か
け
'
｢狂
談
｣
と
愁
歎
の
場
を
酒
宴
に
転
換



さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な

(37
条
)
当
時
期
の
村
落
秩
序
の
乱
れ
に
対
し
'
そ
の
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
村
役
人
グ
ル
ー
プ
の
対
応
の
現
わ

れ
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
35
条
は
'
樹
木

･
防
風
垣
の
植
付
主
と
'
そ
の
影
に
よ
り
農
業
に
支
障
が
生
ず
る
隣
の
者
と
の
対
立
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
種
々
の
契
機
で
の
百
姓
間
の
紛
争
発
生
に
対
し
､
隣
の
者
と
の
相
談
1
村
役
人
へ
の
腰
い
出
と
い
う
紛
争
解
決
の
ル
ー
ル
が
こ

の
箇
条
で
提
示
さ
れ
て
い
る
｡
個
々
の
百
姓
に
と
っ
て
'
こ
う
し
た
相
互
の
紛
争
の
解
決
こ
そ
が
､
村
役
人
グ
ル
ー
プ
に
求
め
た
も
の
で

あ
り
'
そ
れ
ゆ
え
こ
の
村
定
は
現
実
性
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
o

以
上
の
検
討
か
ら
､

①
個
々
の
家
か
ら
若
者
組
に
至
る
ま
で
の
､
村
内
の
種
々
の
集
団
相
互
間
'
あ
る
い
は
村
役
人
と
の
利
害
対
立

･
紛
争
の
存
在
を
前
提
と

し
､
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
項

②
村
落
秩
序
の
乱
れ
に
対
し
村
役
人
グ
ル
ー
プ
が
捷
示
し
た
'
詳
細
か
つ
教
諭
的
な
条
文

の
二
点
が
､
こ
の
村
定
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
､
故
に
こ
の
村
定
は
村
-
百
姓
間
で
機
能
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
｡

3
.
村
で
の
運
用
実
態

次
に
'
こ
の
村
定
の
運
用
に
つ
い
て
述
べ
た
い
｡
ま
ず
全
体
と
し
て
の
運
用
に
つ
い
て
は
'
毎
年
三
月
の
宗
門
人
別
故
の
前
日
に
､
村

内
の
百
姓
全
員
を
集
め
て
､
村
方
独
自
の
内
改
が
行
わ
れ
る
が
､
そ
の
際
当
役

･
古
役
に
よ
り
こ
の
村
定
が
読
み
聞
か
さ
れ
た
｡
当
村
で

は
百
姓
全
月
が
集
ま
る
村
寄
合
は
こ
の
宗
門
内
改
し
か
な
い
こ
と
か
ら
､
村
方
の
基
本
法
と
し
て
こ
の
村
定
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
｡
ま
た
史
料
S
で
は
煩
雑
に
な
る
た
め
記
さ
な
か
っ
た
が
'
こ
の
村
定
に
は
漢
字
の
部
分
全
て
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
お

-
'
そ
の
識
字
能
力
の
有
無
に
関
係
な
く
'
村
役
人
の
誰
も
が
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
り
'
こ
の
村
定
が
実
際
に
毎
年
使

用
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
｡

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(富
者
)
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次
に
個
々
の
条
文
の
運
用
に
つ
い
て
'
16
条
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
｡
左
に
史
料
を
掲
げ
る
｡

【史
料
4
】

丙
子
三
月
十
日
名
主
四
郎
右
衛
門
前
こ
お
ゐ
て
当
役

･
古
役
相
談
之
上
'
古
来
与
他
所
稼
二
罷
出
年
越
し
致
度
者
ハ
'
例
年
御
湯
立
翌

(破
損
)

朝
願
為
出
候
所
､
右
鉢
二
両
ハ
稼
先
取
極
メ
不
為
之
族
も
有
之
趣
租
相
聞
侯
二
付
'

□

方

も
稼
方
之
義
'
尚
亦
町
実
成
者
も
有
之
儀
こ
付
'

(破

損
)

当
年
占
三
ヶ
年
之
内
､
年
頭
帰
宅
之
義
翌
春
二
月
晦
日
迄
延
引
為
敦
筈
相
定
申
候
間
口

□

□

□

'
乍
然
不
身
持

･
不
心
得
之
著
者
､
是
迄

之
通
年
趨
こ
急
度
可
罷
帰
筈
､
組
頭
中
江
申
渡

(b
の
表
紙
見
返
し
)

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
'
他
所
塚
の
者
の
盆

･
年
暮

･
正
月
晦
日
の
帰
村
を
定
め
た
こ
の
条
項
は
'
稼
ぎ
先
の
決
ま
ら
な
い
者
の
発
生
と

い
う
状
況
に
よ
り
'
文
化

一
三
年
か
ら
三
年
間
そ
の
適
用
を
免
除
さ
れ
て
お
り
'
こ
の
村
定
が
'
年
々
変
化
す
る
周
囲
の
状
況
に
対
応
し

て
弾
力
的
な
運
用
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

ま
た

a
か
ら

C
に
至
る
テ
キ
ス
ト
の
改
編

･
箇
条
の
追
加
に
は
､
当
時
の
村
方
の
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
史
料
3
の
3

条
は
'
文
化

1
五
年

(
一
八

1
人
)
正
月
付
け
の
当
役

･
古
役
相
談
に
よ
る
村
方
へ
の
申
渡
の
内
容
と
同

1
で
あ
る
.
｢尤
屋
敷
請
に
も

(26
)

無
之
畑
杯
へ
家
作
致
侯
事
ハ
勿
論
御
停
止
之
所
'
近
来
濃
り
こ
相
成
侯
二
付
｣
と
の
前
書
の
記
載
か
ら
､
こ
の
申
渡
が
屋
敷
地
と
し
て
名

詩
し
て
い
な
い
畑
へ
の
新
規
の
家
作
建
築
に
対
し
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
'
こ
れ
が
史
料
S
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
も
､
こ
の

村
定
が
村
方
の
状
況
に
応
じ
て
改
編
し
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

最
後
に
実
際
の
適
用
例
と
し
て
'
文
政
二
年

(
1
人
1
九
)
六
月

1
七
日
に
起
き
た
隣
村
の
小
六
新
田
と
の
争
論
が
あ
抹
ら
れ
る
.
こ

れ
は
当
村
の
五
左
衛
門
他
人
名
が
'
小
六
新
田
道
祖
神
前
の
基
の
神
竿
を

｢乗
打
｣
(乗
馬
)
の
ま
ま
踏
み
越
し
た
こ
と
か
ら
､
同
新
田

の
者
多
数
と
喧
嘩
に
及
ん
だ
際
､
村
役
人
が
こ
れ
を
糾
し
た
と
こ
ろ
'
五
左
衛
門
は

｢此
趣
早
速
名
主
所
江
可
申
出
筋
之
所
､
兼
々
村
方



(
iT;)

江
申
付
之
村
法
喧
嘩
口
論
い
た
し
侯
者
ハ
村
方
過
怠
有
之
所
｣
と
答
え
て
い
る

｡

ま
た
文
化

一
二
年

二

八

一
五
)
七
月

一
五
日
､
当
村

の
若
者
八
名
が
隣
村
の
海
沢
新
田
の
若
者
四
名
と
の
喧
嘩
が
起
こ
っ
た
が
､
そ
の
際
当
事
者
の
也
校
外
七
名
は
､
｢村
法
｣
と
し
て
銭
五

(班
)

○
○
文
及
び
三
〇
〇
文
の
制
裁
を
受
け
て
い
る

｡

こ
れ
は
15
条

(他
所

･
領
内
と
も
喧
嘩
は
善
悪
に
か
か
わ
ら
ず
過
怠
申
付
)
が
個
々
の

百
姓
に
現
実
に
意
識
さ
れ
'
過
料
銭
の
形
で
実
際
に
通
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
-
､
従
来
村
法
の
自
主
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
さ
れ

て
き
た
村
制
裁
の
点
か
ら
も
､
こ
の
村
定
が
効
力
を
も
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
｡
-

以
上
三
項
に
わ
た
り
､
｢相
談
之
党
｣
の
性
格
を
検
討
し
て
き
た
｡
従
来
こ
の
よ
う
な
長
文
の
村
定
は
､
幕
府
の
村
落
支
配
の
基
調
で

あ
る
五
人
組
帳
前
書
と
の
内
容
の
類
似
か
ら
､
領
主
の
取
締
規
定
た
る

｢村
方
取
締
議
定
昏
｣
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
｡
し
か
し
右
の

検
討
か
ら
'
こ
う
し
た
村
定
は
､
村
あ
る
い
は
村
役
人
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
定
め
た
村
方
の
基
本
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
｡
ま
た
小
前
百
姓
に
と
っ
て
も
､
成
文
村
法
に
よ
る
村
落
運
営
と
い
う
点
に
お
い
て
､
か
れ
ら
の
要
求
を

一
定
程
度
反
映
し

つ
つ
'
ま
た
村
役
人
の
慈
恵
的
な
村
落
運
営
に
対
す
る
抵
抗
の
根
拠
と
も
な
り
う
る
こ
と
か
ら
､
そ
れ
を
近
世
中
後
期
の
村
落
自
治
の
ひ

(盟
)

と
つ
の
達
成
と
し
て
評
価
し
う
る
の
で
あ
る

｡

む
す
ぴ
に
か
え
て

最
後
に
'
本
稿
の
ま
と
め
と
若
干
の
展
望
を
行
っ
て
お
き
た
い
｡

第

1
は
'
村
定
に
お
け
る
領
主
-
村
-
百
姓
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
.
領
主
-
村
関
係
に
お
い
て
､
領
主
は
村
定
を
領
主
法
の

細
別
お
よ
び
そ
の
効
力
貫
徹
手
段
と
し
て
利
用
し
'
風
俗
統
制

･
治
安
維
持
を
図
っ
た
｡
村
は
領
主
の
意
向
を
受
け
村
定
を
制
定
し
た
が
､

そ
の
内
容
は
村
方
独
自
の
課
題
に
基
-
生
活
規
範
で
あ
-
'
領
主
に
対
し

1
定
の
自
律
性
を
保
持
し
た
｡

1
万
'
柑
-
百
姓
間
で
は
'
村
定
は
村
落
運
営
集
田
と
し
て
の
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
'
個
々
の
百
姓

･
柑
内
外
の
諸
集
団
と
の
矛
盾

･

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
笹
)

八
九



史
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〇

対
抗
関
係
に
規
定
さ
れ
'
相
互
の
力
関
係
に
よ
り
そ
の
内
容
が
左
右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
ゆ
え
に
村
定
が
三
者
の
関
係
の
中
で
い
か

な
る
位
置
に
あ
り
､
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
抜
き
に
ー
村
定
の
性
格
を
論
じ
る
の
は
早
計
だ
と
思
わ
れ

る
｡第

二
に
'
当
村
に
お
け
る
近
世
中
後
期
の
村
定
の
構
造
に
つ
い
て
は
､
本
稿
で
の
検
討
か
ら
､

①
村
方
の
基
本
法
と
し
て
の

｢相
談
之
覚
｣

②
生
活
規
範
と
し
て
の
倹
約
村
定

の
両
者
が
村
方
で
の
生
活
規
範
と
し
て
機
能
し
'

③
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
出
さ
れ
る
村
政
運
営
上
の
細
則
的
な
村
定
が
付
属
す
る
と
い
う
三
層
構
造
を
な
す
と
ま
と
め
ら
れ
る
｡
①

②
は
各
地
域
の
中
後
期
の
村
方
文
書
に
一
般
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
構
造
は
全
国
的
に
も
あ
る
程
度

一
般
化
し
う
る
と
思
わ
れ
る
｡

ま
た
､
本
稿
で
は
独
立
の
文
書
を
な
し
て
い
る
相
克
の
み
を
扱
っ
た
が
､
代
々
の
名
主
に
引
き
継
が
れ
る
会
所
書
留
帳
に
記
さ
れ
た
村

定
や
'
個
別
の
事
項
に
か
か
わ
る
文
書
中
の
村
定
を
も
含
め
､
文
章
化
さ
れ
た
村
レ
ベ
ル
の
意
志
決
定
と
い
う
観
点
か
ら
村
定
を
検
討
す

る
こ
と
'
す
な
わ
ち
当
該
期
の
村
落
運
営
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
村
定
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
'
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡

最
後
に
'
幕
末

･
維
新
期
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
｡
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
'
村
定
は
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
個
々
の
百

姓

･
村
内
外
の
諸
集
団
と
の
力
関
係
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
-
'
後
者
の
自
律
性
や
個
別
利
害
が
顕
在
化
す
る
と
､
そ
の
効
力
は
低
下

す
る
｡
そ
れ
を
示
す
史
料
を
掲
げ
る
｡

【史
料
5
18
)

(4
月
23
日
粂
)

一
揚
酒
屋
之
俵
宗
門
之
節
留
置
侯
所
'
先
達
而
酒
屋
四
人
内
々
願
出
之
儀
申
談
事
任
侠
所
､
四
人
申
侯
者
､
酒
売
不
申
侯
両
者
酒
屋
こ



而
ハ
貸
而
ハ
-
れ
す
故
誠
こ
こ
ま
り
入
候
而
､
何
卒
他
村
売
致
皮
'
村
内
江
者
書
付
ヲ
出
シ
候
而
も
売
不
申
侯
と
申
故
､
右
者
御
頭

中

古
願
出
之
儀
こ
侯
得
者
'
御
相
談
之
上
御
返
事
中
皮
侯
､
組
頭
申
侯
者
'
四
人
め
い
は
-
こ
相
成
侯
而
も
留
中
と
言
衣
こ
侯
而

(
マ
マ
)

も
宜
不
'

何
レ
他
所

･
他
村
之
者
た
り
共
居
酒
之
俵
成
敗
留
皮
侯
'
先
御
当
役
中
二
而
宜
敷
御
相
談
之
段
奉
願
上
侯

(24
日
条
)

揚
酒
屋
四
人
之
衆
ヲ
呼
申
侯
者
､
先
達
而
内
々
願
出
之
俵
段
々
談
串
任
侠
得
共
何
分
不
定
候
所
､
今
度
組
頭
衆
へ
も
懸
合
侯
処
'
村

(
牌
)

内
者

一
向
不
売
他
村
売
者
格
別
､
尚
又
祝
儀

･
し
う
た
ん
ハ
英
人
と
之
相
談
､

憐

村

･
他
所

･
遠
国
之
人
た
り
と
も
居
酒

一
向
不
相

成
侯
､
若
右
鉢
之
事
役
人

･
組
頭
之
耳
こ
入
関
ィ
､
又
着
目
こ
懸
り
候
串
有
之
侯
者
､
其
節
直
二
相
止
可
申
候
等
之
書
付
申
受
皮
候

/

と
申
渡
ス

藤

作

七

蔵

庄
之
助

勝

書

差
上
申

一
札
之
御
串

此
度
村
御
定
二
付
'
御
札
受
売
酒
御
差
留
被
遊
候
処
奉
畏
'
此
以
後
村
内
江
居
酒
肴
勿
論
売
酒
堅
不
任
侠
､
心
得
述
之
著
名
面
之
内
こ

而
居
酒

･
売
酒
任
侠
ハ
､
､
御
容
被
下
侯
共
少
も
申
分
無
之
候
'
尤
他
村
江
売
物
任
侠
義

ハ
御
札
御
迅
上
之
価
穿
こ
付
戯
上
'
御
免
之
上

売
酒
任
侠
､
右
前
文
之
通
相
違
無
御
座
候
､
以
上

こ
の
史
料
に
よ
る
と
､
宗
門
内
故
の
際
村
役
人
が
申
し
渡
し
た
揚
酒
屋
営
業
停
止
の
決
定
は
､
そ
れ
に
よ
り
生
計
が
維
持
で
き
な
-
な

る
と
い
う
酒
屋
四
名
の
訴
え
に
よ
り
､
組
頭
と
の
協
議
を
経
て
､
村
内
の
者

へ
は
居
酒

･
売
酒
を
行
わ
な
い
と
旨
の

1
札
を
酒
屋
が
村
役

人
に
提
出
す
る
こ
と
で
'
村
外
に
は
適
用
さ
れ
な
-
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡
こ
れ
と
同
様
に
村
定
の
禁
酒
条
項
は
酒
屋
の
個
別
利
害
の

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
尊
)

九

一



史
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九
二

前
に
形
骸
化
L
t
そ
の
効
力
を
失

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
表
4
に
よ
る
と
幕
末
期
に
は
村
定
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
'
そ
れ

｣
)

は
村
役
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
-
村
民
に
提
示
さ
れ
た
生
活
規
範
と
し
て
の
村
定
が
'
個
々
の
家
や
村
内
外
の
諸
集
団
の
個
別
利
書
の
顕
在
化

に
よ
-
､
当
時
期
に
至
り
そ
の
役
割
を
終
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
山
中
永
之
佑
は
､
近
代
以
降
の
村
規
約
が

｢甚
し
く
生
彩
に
乏
し

(31
)

い
事
務
的
な
も
の
｣
と
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が

'

そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
村
に
お
け
る
村
定
の
意
義
減
少
を
前
提
と
し
て
､
は
じ
め
て

説
得
力
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
外
に
も
'
相
方
騒
動
や
村
内
の
階
層
性
と
村
定
の
関
係
に
つ
い
て
は
美
濃
の
頭
百
姓
制

･
丹
波
の
五

(32
)

苗
制
な
ど
多
く
の
研
究
が
あ
る
が

､

そ
れ
ら
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
､
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
｡

注

(-
)
前
者
は
有
斐
閣
t
l
九
五
〇
年
｡
後
者
は
名
古
屋
大
学

｢法
政
論

集
｣

1
八
･
一
九
'
1
九
六
1
･
六
二
年
.
な
お
大
出
論
文
で
は

前
田
正
治
を
は
じ
め
'
熊
谷
開
作

･
原
田
敏
九

･
染
野
義
信
･
石

井
良
助

･
小
早
川
欣
吾
な
ど
､
法
制
史
を
中
心
に
一
九
五
〇
年
代

ま
で
の
研
究
史
整
理
が
行
わ
れ
て
お
り
､
本
稿
で
検
討
で
き
な
か

っ
た
法
制
史
側
の
個
々
の
論
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
参
照

さ
れ
た
い
｡

(2
)
前
者
は

r史
学
雑
誌
J
六
〇
-
九
､
一
九
五
1
年
o
後
者
は

r民

衆
史
研
究
J
九
､
一
九
七
】
年
｡
な
お
こ
れ
を
以
下
上
杉
論
文
と

略
す
｡

(3
)
木
鐸
社
､
一
九
七
四
年
｡

lヽ

(4
)
前
者
は

r日
本
の
社
会
史
)
第
五
巻
'
岩
波
書
店
'
一
九
八
六
年

(後
に
同
著

｢近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
J
東
京
大
学
出
版
会
､
一

九
九
三
年
t
に
所
収
)｡
後
者
は

r神
戸
大
学
文
化
学
年
報
｣
五
､

一
九
八
六
年
｡
ま
た
落
合
延
孝
は
盗
み
に
関
す
る
村
の
検
断
権
及

び
自
主
的
村
法
の
存
在
を
認
め
'
犯
人
摘
発
の
た
め
行
わ
れ
た
入

札
を
め
ぐ
る
村
役
人
と
小
前
百
姓
と
の
対
抗
関
係
を
検
討
し
て
い

る
(｢近
世
村
落
に
お
け
る
火
事
･
盗
み
の
検
断
権
と
神
判
の
機
能
｣

｢歴
史
評
論
｣
四
四
二
'
一
九
八
七
年
)0

(5
)
｢近
世
農
民
の
罪
と
罰
-
近
世
村
法
研
究
序
説
-
｣
F中
央
史
学
｣

一三
､
一
九
九
〇
年
｡
｢領
主
法
と
村
法
-
領
主
の
村
法
認
識
を
め

ぐ
って
-
｣
｢中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報

(文
学
研
究
科
)｣
二

〇
'
一
九
九
〇
年
｡
｢相
模
国
の
村
法
｣
｢大
和
市
史
研
究
｣

一
六
､



1
九
九
〇
年
｡
｢上
野
国
の
村
法
｣
r群
馬
文
化
｣
二
二
五
､

1
九

九

一
年
｡
｢武
蔵
国
の
村
法
｣
r多
摩
の
あ
ゆ
み
]
六
五
'

1
九
九

一
年
｡
｢農
民
の
日
記
か
ら
見
た
村
法
制
定
過
程
｣
r社
会
文
化
史

学
｣
二
九
､

1
九
九
二
年
o
｢江
戸
時
代
の
海
老
名

(5
)
-
海
老

名
と
そ
の
隣
接
地
域
の
村
法
に
つ
い
て
-
｣
rえ
び
な
の
歴
史
｣
七
'

一
九
九
五
年
｡
ま
た
こ
の
外
に
村
定
を
論
じ
た
近
年
の
研
究
と
し

て
'
阿
久
津
宗
二

｢村
議
定
に
つ
い
て
の
1
考
察
I
特
に
別
裁
定

.

め
の
諸
事
例
-
｣
r群
馬
県
史
研
究
し
二
五
'
1
九
八
七
年
'
中
村

昭
一
｢相
模
原
に
お
け
る
村
定
め
ー
近
世

･
近
代
の
村
定
め
資
料

I
L
r相
模
原
図
書
館
古
文
書
室
紀
要
｣

1
四
､
1
九
九

1
年
'
阿

部
俊
夫

｢
1
七
世
紀
後
半
会
津
郡
界
相
の
柑
運
営
-

｢公
儀
｣
の

法
と
相
投
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
⊥

r福
島
県
歴
史
資
料
館
研
究

紀
要
】

一三
､
一
九
九

一
年
t
を
あ
げ
て
お
く
｡

(6
)
上
杉
論
文
八
九
頁
｡

(7
)
な
お
乙
事
村
及
び
富
士
見
町
域
の
概
要
に
つ
い
て
は
､
r富
士
見
町

史

上
巻
｣
､

一
九
九

一
年
､
を
も
参
照
さ
れ
た
い
｡

(8
)
た
と
え
ば
天
保

一
三
年

(
一
八
四
二
)
の
名
主
引
継
帳
に
は
､
大

工
五

･
木
挽

1
/
草
屋

(水
草
屋
)

1
･
桶
屋

一
･
馬
喰
四
･
鍋

売

一
･
揚
酒
屋
四
･
店
売
四
･
棒
手
垢
二
･
中
馬
二
名
の
計
二
五

名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

(同
年
正
月
晦
日

｢名
主
替

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
尊
)

ニ
付
諸
事
書
送
帳
｣
富
士
見
町
乙
事

五
味
甫
家
文
書
)O

(9
)

一
例
を
あ
げ
る
と
'
文
政
八
年

二

八
二
五
)
の
凶
作
時
に
領
主

は
大
検
兄
を
行
い
､
田
方
三
二
〇
石
八
斗
六
升
の
減
免
を
行
っ
た

が
､
そ
の
際
の
減
免
率
は
上
村
八
分
半

･
下
村
三
分
半
で
あ
っ
た

(年
未
詳

｢乙
部
柑
万
代
記
し
富
士
見
町
富
士
見

五
味
哲
夫
家
文

沓
)0

(10
)
本
争
論
は
､
上
村
が
下
村
に
無
断
で
上
社
の
普
請
を
行
い
､
下
村

も
そ
れ
に
対
抗
し
て
下
社
の
宮
細
工
を
始
め
た
こ
と
を
､
上
村
側

が

｢新
宮
と
し
て
を
ご
り
の
沙
汰
｣
で
あ
り
､
下
社
を
大
規
模
に

し
て
上
社
よ
り
優
位
に
立
と
う
と
す
る
も
の
と
抗
議
し
た
も
の
で

あ
り
､
同
年
九
月
八
日
､
宮
普
請

･
神
串
祭
礼
を
従
来
通
り
両
者

相
談
の
上
行
う
旨
の
証
文
を
取
り
交
わ
し
落
着
し
た

(延
事
二
年

｢党
沓
之
邸
｣
乙
部
区
作
成

｢乙
群
諏
訪
社
に
つ
い
て
｣
上
怨
'
1

九
五
七
年
)O
な
お
そ
の
背
坑
に
は
､
耕
地
の
高
低
の
相
速
に
よ
る

下
村
の
経
済
力
の
優
越
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
｡

(1
)
r富
士
見
町
史
上
巻
史
料
縮
｣

1
〇
四
号
史
料
｡

(1
)
文
政
六
年
組
餌
新
五
兵
衛
は

｢五
人
組
死
亡
又
者
幼
少

･
後
家
等

こ
両
家
軒
不
足
｣
こ
と
を
当
役

･
古
役
に
蹴
い
､
他
組
か
ら
五
名

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る

(文
政
二
年
七

月

｢名
主
所
日
記
｣)｡

九
三



史
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(13
)
当
村
の
村
役
人
制
の
変
化
と
村
落
構
造
及
び
村
政
運
営
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
｡
な
お
拙
稿

｢近
世
中
後
期

に
お
け
る
村
役
人
制
の
実
証
的
検
討
-
信
州
高
島
領
乙
宰
相
の
事

例
か
ら
-

(報
告
要
旨
)L
r関
東
近
世
史
研
虜
｣
三

一
t

l
九
九

一
年
､
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(14
)
｢長
野
県
史
近
世
史
料
編
第
三
巻
諏
訪
地
方
｣
五
七
六
頁
｡
な
お
こ

の
触
以
後
も
若
者
組
は
存
在
し
続
け
て
お
り
､
そ
の
効
果
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

(15
)
博
突
禁
止
は
表
6
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
繰
り
返
し
布
達
さ
れ
て
い

る
が
､
村
定
で
は
宝
暦
三
年

(
一
七
五
三
)
正
月
三
日
付
の

｢村

中
江
申
渡
法
度
判
形
帳
｣
(表

4
-
m
l
)
に
､
博
突
禁
止
及
び
本

人

･
宿

･
銭
元
に
対
す
る
制
裁
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
る
｡

(16
)
領
主
の
倹
約
蝕
に
つ
い
て
は
､
近
年
山
本
英
二
が

｢儀
礼
的
な
贈

答
慣
行
を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
､
あ
く
ま
で
身
分
相
応
の
経
済

的
消
費
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
､
い
っ
て
み
れ
ば
身
分
支
配
強
化

法
と
し
て
の
機
能
を
も

っ
て
い
た
｣
と
の
評
価
を
滞
っ
て
お
り

(｢甲
斐
国

r浪
人
｣
の
意
識
と
行
動
｣
r歴
史
学
研
究
｣
六

一
三
､

一
九
九
〇
年
)'
筆
者
も
そ
れ
に
従
い
た
い
｡

(17
)
前
田
前
掲
書
付
録

｢村
法
集
｣

一
二
七
号
史
料
｡

(18
)
寛
政
八
年

二

月

｢村
定
之
事
｣
'
文
化
七
年
三
月
二
四
日

｢役
人

九
四

世
話
役
増
給
談
義
定
帳
｣
｡
前
者
は
領
主
か
ら
の
給
分
､
年
式
上
納

の
際
村
方
か
ら
の
現
物
支
給
分
､
元
文
二
年

二

七
三
七
)
の
増

給
分
の
名
主
へ
の
配
分
方
法
の
規
定
に
加
え
'
名
主
二
名
へ
金
二

両
､
年
寄
四
名
へ
金

一
分
宛
を
村
方
か
ら
新
規
に
支
給
L
t
後
者

は
出
作
百
姓
の
物
成

一
升
に
付
銭

一
文
'
山
手
大
豆

(林
年
貢
)

一
升
に
付
二
文
掛
け
で
徴
収
し
た
銭

一
二
貫
三
〇
七
文
を
名
主
二

名
に
等
分
し
'
ま
た
村
内
田
畑
の
物
成

一
升
に
付
二
文
掛
け
で
徴

収
し
た
銭
二
一
貫
三
九
七
文
の
う
ち
金
二
両
を
年
寄
四
名
に
二
分

宛
配
分
し
､
残
-
を
出
物
金

(名
主
元
臨
時
入
用
貿
)
と
す
る
こ

と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
｡

(19
)
拙
稿

｢近
世
村
落
に
お
け
る
文
書
整
理

･
管
理
に
つ
い
て
-
信
州

高
島
領
乙
宰
相
の
事
例
か
ら
-
｣
r記
録
と
史
料
]
二
､

一
九
九

一

年
｡

(20
)
文
化
六
年
八
月

｢御
殿
様
御
褒
美
頂
戴
任
侠
こ
付
諸
事
書
留
帳
｣
｡

同
月
六
日
に
は
郡
方
役
所
で

｢御
書
付
｣
(褒
箕
状
)

･
御
酒

･
御

吸
物
が
下
さ
れ
､
八
日
に
は
村
方
で
御
礼
祭
が
行
わ
れ
た
｡-ま
た

褒
質
に
先
立
ち
'
｢古
来
AC村
方
仕
来
之
箇
条
｣
(全
三
八
粂
'
表

4
I
m
tq
)
が
作
成
さ
れ
領
主
に
提
出
さ
れ
た
が
､
以
下
検
討
す

る

｢相
談
之
党
｣
と
比
較
す
る
と
'
村
方
仕
采
の
報
告
が
大
部
分

を
占
め
､
領
主
-
相
聞
で
機
能
す
る
村
定
と
考
え
ら
れ
る
｡



(2
)
同
著

r近
世
の
村
社
会
と
国
家
]
(東
京
大
学
出
版
会
､

1
九
八
七

年
)

一
九
五

～
九
九
頁
｡

(㌶
)
嫁
見
に
つ
い
て
柳
田
国
男
は

｢他
所
か
ら
来
る
花
嫁
も
平
穏
に
は

迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
｡
嫁
鬼
と
称
し
て
衣
装
を
出
さ
せ
て
み
た
り
､

ま
た
は
障
子
を
明
け
さ
せ
て
正
面
か
ら
批
判
を
し
た
-
し
た
｣

(『明
治
大
正
史
世
相
編
J
下
巻
四
人
頁
､
講
談
社
学
術
文
庫
)
と

述
べ
て
お
-
'
若
者
観
に
よ
る
婚
姻
儀
礼
の

1
種
と
考
.え
ら
れ
る
｡

.

な
お
婚
姻
儀
礼
と
若
者
組
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
'
米
崎
清
実

｢近
世
後
期
の
婚
姻
慣
行
と
村
社
会
｣
r関
束
近
世
史
研
究
】
二
二
'

一
九
八
七
年
､
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(23
)
当

一
件
は
､
天
保
元
年

二

八
三
〇
)
に
出
さ
れ
た
領
主
高
畠
洋

の
村
芝
居
禁
止
令
に
伴
う
厳
し
い
取
締
の
中
で
行
わ
れ
た
下
村
若

者
観
の
狂
言
の
発
覚
に
際
し
､
領
主
の
処
罰
を
狂
言
を
行

っ
た
当

人
八
名
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
村
役
人
と
､
上
村
若
者
組
の
同
様

の
行
為
を
洋
役
所
に
報
告
し
な
い
と
い
う
そ
の
不
公
平
な
処
位
を

糾
弾
す
る
下
村
若
者
組
と
の
争
論
で
あ
る
｡
そ
の
過
程
で
下
村
若

者
組
は
､
若
者
寄
合

･
租
中
寄
合
の
二
段
階
の
寄
合
に
よ
-
そ
の

意
志
統

一
を
図
り
､
村
役
人
と
の
直
接
交
渉
を
行
い
上
村
若
者
組

へ
も
過
料
銭
の
制
裁
を
行
わ
せ
て
い
る
.
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
､

拙
稿

｢天
保
三
年
信
州
高
島
領
乙
中
村
下
村
若
者
組
狂
言

一
件
に

近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定

(冨
善
)

つ
い
て
｣
r論
集
き
ん
せ
い
j

l三
'
1
九
九

1
年
t
を
参
照
さ
れ

た

い｡

(24
)
当
時

期
よ
り
や
や
前
で
あ
る
が
､
文
化
二
年

二

八
〇
五
)
か
ら

六
年
ま
で
の
五
年
間
に
四

〇
名
も
の
村
役
人
の
交
代
が
み
ら
れ
る
｡

一
例
を
あ
げ
る
と
､
佐
兵
術
は
文
化
六
年
七
月

一
一
日
に
年
寄
役

に
就
任
し
た
が
'
｢近
年
御
高
増
家

軒
等

多罷
成
御
用
繁
勤
兼
候
故
'

談
之
上
年
寄
江
年
内
壱
分
､
名
主

へ
壱
両
増
候
得
共
､
米
大
豆
二

両
五
斗
六
升
切
放
､
別
而
壱
人
手
問
等
之
者

ハ
何
分
勤
兼
退
役
任

侠
段
中
上
｣
､
同
月
二
七
日
に
退
役
し
て
い
る

(文
化

一
二
年
八
月

｢役
人
抜
替
書
留
帳
｣
'
同
七
年
三
月
二
四
日

｢役
人
世
話
役
増
給

談
義
定
帳
｣
)
｡

(25
)
文
化
九
年
四
月
､
郷
林
及
び
道
筋
の
木
の
勝
手
な
伐
採
､
村
役
人

へ
の

｢影
言
｣

･
批
判
を
小
前
百
姓
が
行

っ
た
が
､
こ
れ
に
対
し

柑
役
人
グ
ル
ー
プ
は
組
頭
三
名
を
罷
免
す
る

1
万
'
五
人
組
毎
に

｢御
上
棟
御
定
法
井
村
定
之
俵
少
も
不
相

背急
皮
相
守
可
申
候
｣

と

小
前
か
ら
組
罰
に
宛
て
た
印
形
帳
を
取
り
､
そ
の
上
で
組
琉
全
月

に
､
村
役
人
就
任

･
退
役
時
の
村
中
の
礼
参
り
､
願
い
串
は
組
b-

を
通
し
て
申
し
出
る
こ
と
､
他
所
稼
ぎ
の
者
締
付
時
の
村
役
人

へ

の
届
け
､
村
役
人
へ
の
釆
打
禁
止
な
ど
全

]
五
ヶ
条
の
村
定
の
述

守
を
誓
約
さ
せ
て
い
る

(文
化
九
年
四
月

1
六
日

｢相
中
議
定
印

九
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
七
号

形
帳
｣
)
｡
村
役
人
と
小
前
と
の
上
下
関
係
を
明
確
化
し
'
ま
た
小

前
-
組
頭
-
村
役
人
と
い
う
意
志
伝
達
ル
ー
ト
の
再
確
認
を
図
っ

た
も
の
と
評
価
し
て
お
き
た
い
｡

(空

事
和
元
年
八
月

一
日

｢会
所
諸
用
日
記
帳
｣
.

(27
)
文
政
二
年
六
月

｢草
刈
争
論

一
件
書
留
帳
｣
｡

(28
)
文
化

一
二
年
七
月

一
九
日

｢若
者

一
統
江
申
渡
党
｣
｡
な
お
当

一
件

に
関
し
て
は
注

(23
)
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(29
)
こ
れ
に
関
連
し
て
近
年
阿
部
昭
は
､
近
世
中
期
以
降
の
相
方
騒
動

の
結
果

｢年
貢

･
村
入
用
の
算
用
に
か
か
わ
る
庶
務
規
程
と
も
い

う
べ
き
制
度
の
改
善
策
が
と
ら
れ

(中
略
)
村
役
人
の
経
理
を
中

心
と
L
t

一
般
事
務
を
も
含
む
事
務
取
扱
い
規
程
と
も
呼
ぶ
べ
き

村
法
の
成
立
を
み
る
｣
こ
と
を

｢村
方
騒
動
を
通
し
て
村
落
自
治

が
達
成
し
た
成
果
｣
と
評
価
し
て
お
り

(｢
近
世
村
落
の
変
質
｣

｢日
本
村
落
史
講
座
｣
第
七
巻
､

一
九
九
〇
年
'
雄
山
閣
出
版
)
'

本
稿
で
の
検
討
結
果
と
共
通
す
る
点
が
多
い
｡

(30
)
天
保

一
三
年
二
月

一
日

｢当
座
帳
｣
富
士
見
町
乙
事

五
味
甫
家

文
書
｡

(31
)
山
中
前
掲
書
九
八
頁
｡
･

(R
)
前
者
は
伊
藤
忠
士

｢
一
八
世
紀
末
に
お
け
る
村
方
騒
動
と
村
落
支

配
-
美
濃
に
お
け
る

一
村
の
分
析
-
｣
宝
月
圭
吾
先
生
還
暦
記
念

九
六

会
編

r日
本
社
会
経
済
史
研
究

近
世
編
｣
'
吉
川
弘
文
飴
'

一
九

七
〇
年
｡
後
者
は
井
ケ
田
良
治

【近
世
村
落
の
身
分
構
造
L
t
国
書

刊
行
会
､

一
九
八
四
年
｡

(付
記
)

本
稿
は

一
九
九
五
年
六
月
に
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に

提
出
し
た
博
士
学
位
申
請
論
文

(甲
)
｢近
世
中
後
期
の
地
域
社
会
と
村

政
-
文
書
管
理
史
の
視
点
か
ら
-
｣
の
第
二
章
第
二
節
を
加
筆
修
正
し
て

成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
｡
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部

会
の
諸
氏
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
｡
ま
た
史
料
閲
覧

･
利
用

に
際
し
て
は
'
富
士
見
研
究
会

‥
富
士
見
町
教
育
委
月
会
及
び
乙
事
区
の

方
々
に
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
｡
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
｡

な
お
本
稿
は
平
成
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(特
別
研
究
月

奨
励
費
)
｢近
世

･
近
代
期
の
地
域
社
会
と
村
落
行
政
-
文
書
管
理
史
の

視
点
か
ら
1
｣
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡




